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む
す
び
は
じ
め
に
　
私
た
ち
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
は
、「
日
本
近
代
法
史
像
の
ゆ
ら
ぎ
」
を
課
題
と
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
研
究
開
始
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
問
題
意
識
を
次
の
よ
う
に
研
究
計
画
に
記
載
し （
１
）
た
。
─　　─
（
　
　
　
）
1
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
─
─「
日
本
近
代
法
史
像
の
ゆ
ら
ぎ
」
研
究
の
深
化
に
む
け
て
─
─
矢
　
　
野
　
　
達
　
　
雄
七
一
二
四
九
八
　
か
つ
て
、
近
代
と
い
う
時
代
が
い
か
な
る
時
代
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
時
代
に
お
け
る
法
＝
近
代
法
が
い
か
な
る
姿
態
を
と
る
か
、
す
な
わ
ち
近
代
お
よ
び
近
代
法
の
歴
史
像
は
ゆ
る
ぎ
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
近
年
、「
近
代
お
よ
び
近
代
法
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
が
自
明
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
近
代
法
の
像
も
ゆ
ら
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
日
本
近
代
法
史
像
の
ゆ
ら
ぎ
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
　
近
代
法
史
像
の
ゆ
ら
ぎ
は
、
各
法
分
野
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
近
代
国
家
を
支
え
る
社
会
の
制
度
と
し
て
土
地
制
度
・
家
族
制
度
・
村
な
ど
地
方
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
制
度
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
近
代
的
で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
本
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
理
論
的
考
察
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
近
代
化
」
の
過
程
を
実
証
的
に
あ
と
づ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
（
以
下
略
）。
　
こ
こ
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
研
究
は
、
実
証
研
究
と
理
論
的
検
討
の
二
本
立
て
で
進
め
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
幸
い
こ
の
研
究
計
画
は
科
学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
、
順
調
に
進
展
し
て
き
た
。
実
証
的
研
究
と
し
て
は
、
中
国
地
方
旧
広
島
控
訴
院
管
内
各
裁
判
所
所
蔵
文
書
の
調
査
お
よ
び
全
国
各
地
方
裁
判
所
の
陪
審
裁
判
記
録
の
調
査
を
柱
と
し
、
収
集
し
た
史
料
の
解
読
と
翻
刻
お
よ
び
分
析
と
論
文
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
成
果
は
『
修
道
法
学
』
そ
の
他
の
媒
体
に
発
表
し
て
き
た
。
い
っ
ぽ
う
理
論
的
課
題
と
し
て
の
「
日
本
近
代
法
史
像
の
再
検
討
」
に
つ
い
て
は
、
模
索
を
続
け
て
い
る
段
階
で
、
ま
と
ま
っ
た
成
果
を
世
に
問
う
に
至
っ
て
い
な
い
。
課
題
の
大
き
さ
に
比
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
他
方
こ
れ
と
は
別
に
、
私
は
、
沖
縄
大
学
田
里
修
氏
を
代
表
と
す
る
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
法
律
学
の
観
点
か
ら
沖
縄
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研
究
に
研
究
分
担
者
と
し
て
参
加
し
て
き
た
。
四
期
一
六
年
間
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
四
〇
巻
　
二
号
（
　
　
　
）
2
七
一
一
四
九
七
る
。
　
第
一
期
（
二
〇
〇
一
年
度
～
二
〇
〇
四
年
度
）「
沖
縄
に
お
け
る
近
代
法
の
形
成
と
現
代
に
お
け
る
法
的
諸
問
題
」
　
第
二
期
（
二
〇
〇
五
年
度
～
二
〇
〇
八
年
度
）「
沖
縄
近
代
法
の
形
成
と
展
開
─
沖
縄
の
特
殊
性
と
普
遍
性
─
」
　
第
三
期
（
二
〇
〇
九
年
度
～
二
〇
一
二
年
度
）「
沖
縄
近
代
法
の
構
造
と
そ
の
歴
史
的
性
格
」
　
第
四
期
（
二
〇
一
三
年
度
～
二
〇
一
六
年
度
）「
近
代
沖
縄
の
横
内
家
史
料
の
法
社
会
史
的
研
究
」
　
現
代
的
諸
問
題
も
含
ん
だ
第
一
期
も
含
め
、
全
期
に
お
い
て
、
主
た
る
研
究
課
題
は
近
代
の
沖
縄
を
研
究
対
象
と
す
る
歴
史
的
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
全
研
究
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
沖
縄
近
代
法
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
我
々
が
共
同
研
究
を
開
始
し
た
時
点
で
は
、「
沖
縄
近
代
法
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
状
況
は
、
い
ま
も
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。
で
は
、「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
田
里
修
・
森
謙
二
編
『
沖
縄
近
代
法
の
形
成
と
展
開
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
冒
頭
の
「
Ⅰ
問
題
の
枠
組
み
」
中
の
「
問
題
の
設
定
」
に
お
い
て
、「
沖
縄
近
代
法
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
、
沖
縄
に
お
い
て
本
土
の
近
代
法
を
受
容
し
て
い
く
過
程
の
一
定
の
期
間
の
法
を
意
味
し
て
い
る
。
一
定
の
期
間
と
い
う
の
は
、
一
般
に
は
「
旧
慣
温
存
期
」
と
同
じ
と
考
え
て
も
良
い
の
で
あ
ろ 
　
別
の
箇
所
で
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
に
至
っ
た
問
題
意
識
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
２
）
う
。
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
3
七
一
〇
四
九
六
　
沖
縄
と
日
本
に
お
け
る
土
地
所
有
制
の
発
展
の
違
い
が
、
沖
縄
の
近
代
の
あ
り
方
を
決
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
…
…
。
沖
縄
の
近
代
の
「
旧
慣
温
存
」
政
策
は
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
中
国
と
日
本
の
争
い
や
旧
沖
縄
士
族
の
懐
柔
政
策
を
主
た
る
目
的
と
思
っ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
沖
縄
の
近
代
化
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
新
し
い
土
地
所
有
権
制
度
の
創
設
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
税
制
の
改
革
と
い
う
制
度
の
新
し
い
創
出
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
制
度
の
創
出
＝
近
代
的
な
土
地
所
有
権
の
創
出
、
こ
の
認
識
か
ら
「
沖
縄
近
代
法
」
と
い
う
問
題
意
識
が
徐
々
に
膨
ら
ん
で
き 
　
こ
の
巻
頭
論
文
は
、
私
た
ち
の
共
同
研
究
が
、「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
「
旧
慣
温
存
期
」
の
法
で
あ
る
と
い
う
お
お
ま
か
な
共
通
理
解
の
も
と
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
沖
縄
近
代
法
」＝「
旧
慣
温
存
期
」
の
法
で
あ
る
と
の
措
定
に
関
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
論
的
検
討
が
不
足
し
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
、「
旧
慣
温
存
期
」
を
な
に
ゆ
え
沖
縄
の
「
近
代
」
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
、
第
二
は
、
日
本
の
他
地
方
と
異
な
る
「
沖
縄
近
代
法
」
が
備
え
る
独
自
の
特
徴
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
沖
縄
県
は
、
現
在
日
本
国
内
の
一
つ
の
県
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
沖
縄
は
、
国
内
の
一
県
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
独
特
の
文
化
・
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
も
、
沖
縄
県
は
他
の
都
道
府
県
と
は
質
的
に
異
な
る
困
難
に
見
舞
わ
れ
続
け
て
い
る
。
本
稿
は
、
法
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
、
琉
球
・
沖
縄
史
を
見
直
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
検
討
の
う
え
に
立
っ
て
、「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
の
私
な
り
の
見
解
を
提
起
し
た
い
。
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た
方
法
お
よ
び
知
見
は
、
我
々
の
企
図
す
る
日
本
近
代
法
像
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
解
明
の
試
金
石
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
た
。
─　　─
＜
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4
七
〇
九
四
九
五
一
　
琉
球
王
国
時
代
の
国
家
と
法
　「
沖
縄
近
代
法
」
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
そ
の
前
の
時
代
す
な
わ
ち
琉
球
王
国
時
代
の
国
家
と
法
に
つ
い
て
一
応
の
見
通
し
を
つ
け
て
お
き
た
い
。
　
琉
球
は
、
北
山
・
南
山
・
中
山
の
三
山
鼎
立
状
態
に
あ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
前
半
中
山
王
尚
巴
志
が
統
一
し
、
琉
球
王
国
を
建
国
し
た
（
第
一
尚
王
朝
）。
第
一
尚
氏
は
第
九
代
尚
徳
の
と
き
、
家
臣
の
金
丸
を
戴
い
た
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
倒
さ
れ
た
。
金
丸
は
尚
円
と
改
名
し
、
一
四
七
〇
（
文
明
二
）
年
第
二
尚
王
朝
を
開
い
た
。
第
二
尚
王
朝
は
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
　
琉
球
は
、
古
く
か
ら
中
国
と
深
い
関
係
を
有
し
、
三
山
と
も
中
国
明
王
朝
か
ら
冊
封
を
受
け
て
い
た
。
一
六
一
六
（
元
和
二
・
万
暦
四
四
）
年
女
真
族
の
ヌ
ル
ハ
チ
は
明
を
滅
ぼ
し
、
清
帝
国
を
樹
立
し
た
。
琉
球
は
、
清
王
朝
と
も
改
め
て
冊
封
関
係
を
結
び
、
こ
の
関
係
は
尚
泰
の
時
代
ま
で
続
い
た
。
こ
の
よ
う
に
前
近
代
琉
球
王
国
は
、
華
夷
秩 
中
に
包
摂
さ
れ
続
け
て
き
た
と
い
え
る
。
　
第
二
尚
王
朝
は
、
第
三
代
尚
真
の
と
き
最
盛
期
を
迎
え
た
が
、
第
七
代
尚
寧
王
治
世
の
一
六
〇
九
（
慶
長
一
四
）
年
薩
摩
の
侵
攻
を
受
け
、
国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
た
。
国
王
尚
寧
は
、
薩
摩
に
拉
致
さ
れ
さ
ら
に
江
戸
ま
で
連
行
さ
れ
徳
川
家
康
に
謁
見
し
た
。
そ
の
後
一
六
一
一
（
慶
長
一
六
）
年
、
尚
寧
は
薩
摩
に
対
し
「
起
請
文
（
誓
詞
）」
を
差
し
出
し
帰
国
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
、
薩
摩
は
琉
球
に
対
し
、「
掟
十
五
条
」
を
発
し
、
遵
守
す
る
よ
う
求
め
た
。
（
１
）
琉
球
王
国
の
法
的
地
位
　
琉
球
王
国
、
と
り
わ
け
薩
摩
の
琉
球
侵
攻
後
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
最
も
大
き
な
問
題
は
、
琉
球
王
国
が
独
立
し
た
国
家
で
あ
っ
た
か
否
（
４
）
序
の
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
5
七
〇
八
四
九
四
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
幕
藩
体
制
下
の
日
本
の
一
部
と
み
な
す
見
解
と
、
一
個
の
独
自
な
国
家
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
み
な
す
見
解
の
両
説
が
あ
る
。
　
前
者
の
議
論
の
根
拠
と
し
て
、「
嘉
吉
附
庸
」
を
あ
げ
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
高
良
倉
吉
は
、『
琉
球
王
国
の
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、
　
嘉
吉
附
庸
、
つ
ま
り
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
島
津
忠
国
が
大
覚
寺
義
昭
討
伐
の
功
に
よ
り
将
軍
足
利
義
教
か
ら
琉
球
を
賜
っ
た
と
い
う
所
伝
は
、
…
…
近
世
の
時
期
、
す
な
わ
ち
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
島
津
氏
の
知
行
に
琉
球
の
分
を
加
増
し
て
幕
府
へ
披
露
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
史
実
」
は
侵
入
事
件
直
後
に
鹿
児
島
に
お
い
て
国
王
尚
寧
に
薩
摩
側
が
認
め
さ
せ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
全
く
の
虚
構
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ 
と
、
根
拠
と
さ
れ
る
「
嘉
吉
附
庸
」
の
史
的
実
在
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
単
一
民
族
＝
単
一
国
家
論
を
根
拠
と
す
る
見
解
、
た
と
え
ば
仲
松
弥
秀
の
「
南
島
人
は
本
土
人
と
同
一
と
い
う
意
識
の
も
と
に
あ
り
、
…
…
琉
球
支
配
権
者
も
『
日
本
の
内
』、
す
な
わ
ち
幕
府
を
上
に
頂
く
琉
球
と
思
い
…
…
、
一
方
幕
府
で
も
琉
球
は
自
己
の
支
配
下
と
し
て
見
て
き 
と
の
議
論
に
対
し
て
は
、
　
琉
日
間
に
は
国
家
を
異
に
し
な
が
ら
も
お
互
い
を
一
般
の
外
国
と
は
考
え
な
い
一
種
の
同
文
同
種
意
識
に
立
つ
同
胞
観
が
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
展
開
さ
れ
る
日
琉
同
祖
論
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
識
や
交
流
が
存
在
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
何
故
に
両
者
は
同
一
の
国
家
に
編
成
さ
れ
て
い
る
べ
き
だ
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う 
（
５
）
た
。
（
６
）
た
」
（
７
）
か
。
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と
批
判
し
て
い
る
。
　
ま
た
菊
山
正
明
は
、
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
幕
府
と
藩
と
い
う
領
主
階
級
内
部
の
関
係
を
基
軸
に
考
察
を
進
め
て
い 
詳
し
い
紹
介
は
同
論
文
に
譲
る
が
、
菊
山
は
、
総
じ
て
琉
球
王
国
は
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
領
主
権
の
外
に
あ
り
、
薩
摩
藩
も
幕
府
も
、
琉
球
王
国
を
「
異
国
」
ま
た
は
「
外
国
」
と
し
て
把
握
し
て
い
た
、
結
論
と
し
て
琉
球
王
国
は
薩
摩
藩
の
支
配
を
受
け
な
が
ら
も
一
の
王
国
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
琉
球
国
王
の
統
治
行
為
は
、
国
王
と
い
う
地
位
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
琉
球
国
王
は
法
を
制
定
す
る
主
体
で
あ
り
、
一
の
国
王
と
し
て
裁
判
権
を
行
使
し
て
い
た
。
琉
球
王
国
の
裁
判
権
は
、
幕
府
や
薩
摩
藩
の
裁
判
権
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
事
件
は
す
べ
て
琉
球
王
国
内
の
裁
判
機
関
で
審
理
さ
れ
、
琉
球
王
国
を
こ
え
て
、
薩
摩
藩
あ
る
い
は
幕
府
の
裁
判
権
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
豊
見
山
和 
、
近
世
に
お
け
る
首
里
王
府
の
裁
判
権
行
使
に
対
す
る
薩
摩
藩
の
介
入
の
在
り
方
を
中
心
に
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
豊
見
山
に
よ
れ
ば
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
事
件
処
理
に
薩
摩
が
介
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
中
期
以
後
琉
球
は
薩
摩
の
介
入
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
初
年
の
真
宗
法
難
事
件
の
処
理
に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
（
２
）
法
令
　
琉
球
王
国
時
代
の
法
を
あ
げ
よ
と
言
わ
れ
た
場
合
、
最
初
に
思
い
つ
く
の
は
、「
琉
球
科
律
」
で
あ
ろ
う
。「
琉
球
科
律
」（
一
八
巻
、
一
〇
三
カ
条
）
は
一
七
七
五
（
安
永
四
）
年
着
手
さ
れ
、
一
七
八
六
（
天
明
六
）
年
完
成
し
た
琉
球
王
国
最
初
の
成
文
刑
法
典
で
あ
っ
た
。「
琉
球
科
律
」
は
、
唐
や
日
本
の
刑
書
を
参
照
し
て
制
定
さ
れ
た
。
一
八
三
一
（
天
保
二
）
年
に
は
、「
新
集
科
律
」（
一
六
巻
九
六
条
）
が
制
定
さ
れ
た
。「
新
集
科
律
」
は
「
琉
球
科
律
」
を
改
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
補
充
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
は
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
ま
で
（
８
）
る
。
（
９
）
行
は
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二
効
力
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
た
。
　「
琉
球
科
律
」
は
、
中
国
や
日
本
の
律
令
法
を
継
受
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
律
令
法
の
伝
統
に
属
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
他
方
民
事
の
成
文
法
典
は
な
く
、
民
事
法
的
規
範
は
、「
琉
球
科
律
」
中
の
条
文
か
ら
類
推
さ
れ
、
ま
た
そ
の
他
の
形
式
に
よ
っ
て
覗
う
こ
と
が
で
き
る
に
止
ま
る
。
　
非
西
欧
・
前
近
代
国
家
に
あ
っ
て
も
、
国
家
の
基
本
秩
序
を
基
礎
づ
け
る
法
体
系
（
こ
れ
を
「
基
軸
法
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）
を
観
念
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
近
世
琉
球
は
、
清
国
お
よ
び
薩
摩
と
「
両
属
」
関
係
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
国
家
秩
序
の
「
基
軸
法
」
を
探
求
す
る
と
す
れ
ば
、
清
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
歴
代
国
王
が
中
国
皇
帝
か
ら
授
付
さ
れ
た
冊
封
書
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
薩
摩
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、「
掟
十
五
条
」
と
「
起
請
文
（
誓
詞
）」
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
る
。
　
薩
摩
の
琉
球
侵
攻
後
、
島
津
と
の
軋
轢
を
防
ぐ
た
め
羽
地
朝
秀
（
向
象
賢
）
が
改
革
を
試
み
た
。
羽
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
実
施
し
た
が
、
 
仕 
明 
政
策
を
修
正
す
る
た
め
一
六
九
七
（
元
禄
一
〇
・
康
煕
三
六
）
年
布
達
し
た
「
諸
間
切
方
式
帳
」（
全
八
十
五
ケ
条
）
は
注
目
さ
れ
る
。
し
あ
け
ま
た
蔡
温
の
時
代
に
は
、「
御
教
条
」（
一
七
三
二
〔
享
保
一
七
・
雍
正
一
〇
〕
年
）、「
農
務
帳
」（
一
七
三
四
〔
享
保
一
九
・
雍
正
一
二
〕
年
）、
「
規
模
帳
」（
一
七
三
七
〔
元
文
二
・
乾
隆
二
〕
年
）、「
公
事
帳
」（
一
七
五
一
〔
宝
暦
一
・
乾
隆
一
六
〕
年
）
な
ど
が
発
せ
ら
れ
た
。
　『
沖
縄
大
百
科
事
典
』（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
）
は
、「
御
教
条
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
『
御
教
条
』　
ご
き
ょ
う
じ
ょ
う
　
一
七
三
二
年
（
尚
敬
二
〇
）
一
一
月
、
蔡
温
が
立
案
、
文
書
奉
行
豊
川
正
英
が
執
筆
、
摂
政
・
三
司
官
の
連
名
で
評
定
所
か
ら
発
布
さ
れ
た
文
書
。
…（
中
略
）…
冒
頭
に
沖
縄
の
立
場
を
述
べ
て
島
津
支
配
の
利
得
を
説
き
、
つ
い
で
琉
球
の
人
民
は
島
津
の
支
配
下
で
い
か
に
し
て
生
活
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
基
準
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
君
主
と
人
民
、
士
族
の
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職
分
、
地
頭
職
の
務
め
、
地
方
役
人
の
職
分
、
農
民
の
義
務
、
商
工
民
の
心
得
、
孝
道
、
本
家
に
た
い
す
る
道
、
元
服
と
婚
礼
、
夫
婦
の
関
係
、
家
族
、
子
ど
も
の
教
育
、
貴
族
富
豪
の
子
弟
の
教
育
、
嫁
の
務
め
、
親
戚
縁
者
お
よ
び
朋
友
の
相
互
扶
助
、
敬
老
、
貧
者
の
救
助
、
下
人
召
使
に
た
い
す
る
心
得
、
交
際
の
心
得
、
子
孫
へ
の
教
訓
と
勤
倹
貯
蓄
、
生
命
に
た
い
す
る
道
徳
、
酒
の
戒
め
、
ユ
タ
の
禁
止
、
迷
信
打
破
、
葬
祭
の
心
得
、
火
難
救
助
、
忌
服
、
祭
礼
の
心
得
、
感
情
の
統
制
、
一
家
盛
衰
の
理
、
国
法
の
遵
奉
の
三
二
条
を
あ
げ
、
そ
の
心
得
を
教
え
て
い
る
。
…（
後
略
）…〈
真
栄
田
義
見
〉
ま
た
、
同
書
の
「
農
務
帳
」
に
つ
い
て
の
解
説
も
参
照
さ
れ
た
い
。
農
務
帳
　
の
う
む
ち
ょ
う
　
近
世
に
お
い
て
首
里
王
府
が
農
事
指
導
の
目
的
で
布
達
し
た
文
書
の
こ
と
。
王
府
の
農
政
は
多
岐
に
お
よ
ぶ
が
、
そ
の
な
か
で
も
①
農
民
・
役
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
心
構
え
に
関
す
る
こ
と
、
②
農
村
統
治
上
の
諸
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
③
貢
租
徴
収
の
体
制
に
関
す
る
こ
と
、
④
生
産
向
上
お
よ
び
農
業
技
術
指
導
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
中
心
的
内
容
で
あ
る
。
農
務
帳
は
そ
の
す
べ
て
を
基
本
的
に
含
む
が
、
お
も
に
④
の
技
術
指
導
を
主
軸
に
組
み
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
萌
芽
は
す
で
に
『
法
式
』（
一
六
七
九
）
に
認
め
ら
れ
る
が
、
農
務
帳
の
形
で
正
式
に
布
達
さ
れ
た
の
は
一
七
三
四
（
雍
正
一
二
）
の
『
農
務
帳
』
で
、
当
時
三
司
官
と
し
て
布
達
署
名
人
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
蔡
温
の
名
を
と
っ
て
『
蔡
温
農
務
帳
』
あ
る
い
は
布
達
年
代
を
と
っ
て
『
雍
正
農
務
帳
』
と
も
称
さ
れ
る
…（
後
略
）…〈
高
良
倉
吉
〉
　
こ
れ
ら
は
、
厳
密
な
意
味
で
法
令
の
範
疇
に
属
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
御
教
条
」
は
王
府
か
ら
の
教
え
諭
し
と
い
う
形
式
で
民
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衆
の
行
為
準
則
を
上
か
ら
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
農
務
帳
」
も
ま
た
実
務
の
手
引
き
書
の
形
で
行
為
規
範
を
指
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
広
い
意
味
で
の
法
と
よ
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。「
規
模
帳
」・「
公
事
帳
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ
と
「
内
法
」
の
と
こ
ろ
で
検
討
す
る
。
（
３
）
内
法
　
琉
球
王
国
時
代
、
民
衆
の
多
く
は
農
村
社
会
の
中
で
生
活
を
送
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
農
村
社
会
を
規
律
す
る
独
特
の
自
治
的
規
範
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
近
世
か
ら
近
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
そ
れ
は
「
内
法
」
と
よ
ば
れ
て
き
た
。
内
法
に
関
す
る
概
括
的
理
解
を
得
る
た
め
、『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
の
記
述
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
内
法
　
な
い
ほ
う
　
近
世
か
ら
明
治
の
な
か
ご
ろ
ま
で
間
切
や
村
で
農
民
の
生
活
を
律
し
て
い
た
規
範
、
ま
た
は
そ
れ
を
成
文
化
し
た
も
の
を
い
う
。
村
内
法
・
間
切
内
法
と
同
義
に
使
わ
れ
る
が
、 
村 
締 
・ 
村 
固 
・ 
村 
吟 
味 
な
ど
と
い
う
の
が
も
と
も
と
の
農
民
の
語
で
あ
る
。
ム
ラ
ジ
マ
イ
ム
ラ
ガ
タ
ミ
ム
ラ
ジ
ン
ミ
農
民
の
自
治
的
規
範
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
奥
野
彦
六
郎
に
よ
れ
ば
、
村
の
相
対
的
意
思
の
決
定
の
仕
方
と
か
か
わ
っ
て
い
て
、
原
初
に
あ
ら
わ
れ
る
神
意
・
神
律
の
形
か
ら
離
れ
、〈
イ
エ
〉
の
成
立
を
基
礎
と
し
た
村
内
の
人
々
の
分
化
自
立
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い
う
（『
南
島
村
内
法
』）。
成
文
化
さ
れ
た
も
の
は
「
沖
縄
県
旧
慣
間
切
内
法
」（『
沖
縄
県
史
』
一
四
巻
所
収
）
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
に
県
か
ら
王
府
時
代
に
執
行
し
て
い
た
内
法
お
よ
び
村
約
束
な
ど
を
届
け
出
る
よ
う
に
達
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
間
切
・
島
・
村
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
の
過
程
で
指
導
や
話
し
合
い
が
あ
っ
た
せ
い
か
同
文
の
も
の
が
多
い
。〈
梅
木
哲
人
〉
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九
　
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
の
内
法
調
査
に
つ
い
て
は
、
三
で
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
琉
球
王
国
時
代
の
内
法
に
つ
い
て
、
私
の
関
心
は
、
「 
村 
締 
・ 
村 
固 
・ 
村 
吟 
味 
」
の
世
界
と
、
琉
球
王
国
の
国
家
統
治
機
能
が
ど
の
よ
う
に
係
わ
り
あ
っ
て
い
た
か
に
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
ム
ラ
ジ
マ
イ
ム
ラ
ガ
タ
ミ
ム
ラ
ジ
ン
ミ
る
の
は
、「
間
切
公
事
帳
」
や
「
規
模
帳
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
高
良
倉
吉
は
、『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
に
お
い
て
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
る
。
規
模
帳
　
き
も
ち
ょ
う
　
近
世
期
に
行
政
上
の
案
件
を
条
書
体
に
ま
と
め
首
里
王
府
の
名
で
布
達
さ
れ
た
文
書
の
一
種
。〈
規
模
〉
と
は
規
則
・
範
例
・
お
き
て
（
掟
）
の
意
。
…（
中
略
）…
公
事
帳
、
公
儀
帳
と
呼
ば
れ
る
文
書
と
い
か
な
る
区
別
を
有
す
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
規
模
帳
の
ほ
う
が
よ
り
実
践
的
・
政
策
的
で
あ
り
応
急
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
規
模
帳
は
大
づ
か
み
に
い
っ
て
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
首
里
王
府
の
機
関
の
執
務
規
定
と
し
て
布
達
さ
れ
た
も
の
で
…（
中
略
）…
、
第
二
は
宮
古
・
八
重
山
な
ど
に
た
い
し
て
布
達
さ
れ
た
も
の
で
、
…（
中
略
）…
一
般
に
規
模
帳
と
い
う
場
合
は
、
こ
の
両
先
島
な
ど
に
た
い
し
て
布
達
さ
れ
た
も
の
を
さ
す
場
合
が
多
い
。
…（
後
略
）…〈
高
良
倉
吉
〉
公
事
帳
　
く
じ
ち
ょ
う
　〈
く
う
じ
ち
ょ
う
〉〈
こ
う
じ
ち
ょ
う
〉
と
読
む
こ
と
も
あ
る
。
近
世
期
、
首
里
王
府
が
各
行
政
機
関
の
職
掌
に
応
じ
て
公
務
案
件
の
遂
行
・
執
務
上
の
規
定
と
し
て
布
達
し
た
文
書
。
公
事
と
は
文
字
通
り
公
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
王
府
行
政
に
か
か
わ
る
業
務
を
さ
す
。
王
府
は
、
古
琉
球
以
来
の
国
家
行
政
機
関
を
再
編
成
し
、
近
世
的
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
体
制
づ
く
り
を
手
が
け
た
。
そ
の
基
礎
は
羽
地
朝
秀
の
摂
政
期
（
一
六
六
六
～
七
三
）
に
樹
立
さ
れ
、
蔡
温
の
三
司
官
期
（
一
七
二
八
～
五
三
）
に
完
成
を
み
る
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
各
行
政
機
関
の
職
掌
と
執
務
を
明
確
に
し
、
担
当
役
人
の
自
覚
を
促
す
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
…（
後
略
）…
〈
高
良
倉
吉
〉
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右
の
高
良
の
説
明
に
よ
っ
て
、
規
模
帳
お
よ
び
公
事
帳
が
近
世
琉
球
王
府
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
行
政
文
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
高
良
の
記
述
は
簡
単
な
の
で
、
規
模
帳
や
公
事
帳
が
、
琉
球
王
国
時
代
に
お
い
て
は
〈
琉
球
王
国
の
国
家
法
〉
か
そ
れ
と
も
〈
琉
球
の
固
有
法
〉
に
属
す
る
規
範
な
の
か
と
い
う
私
の
関
心
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
に
は
、
も
う
少
し
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
間
切
公
事
帳
」
に
つ
い
て
、
田
里
修
『
間
切
公
事
帳
の
世 
に
依
り
な
が
ら
、
概
要
を
把
握
し
て
お
こ
う
。
規
模
帳
に
つ
い
て
は
、
一
木
喜
徳
郎
が
「
取
調
書
」
の
中
で
言
及
し
て
い
る
の
で
、
三
で
再
び
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
田
里
に
よ
れ
ば
、「
間
切
公
事
帳
」
は
一
七
三
五
（
享
保
二
〇
・
雍
生
一
三
）
年
に
首
里
王
府
か
ら
、
諸
間
切
・
諸
島
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
間
切
公
事
帳
」
は
、
一
言
で
い
う
と
間
切
番
所
の
職
務
分
掌
規
定
と
い
っ
た
も
の
で
、
史
料
中
「
大
さ
は
く
り
公
事
帳
」
と
の
文
言
も
現
れ
る
よ
う
に
、
さ
ば
く
り
（
捌
理
）
と
よ
ば
れ
た
間
切
番
所
の
役
人
の
公
事
帳
で
あ
る
。「
捌
理
」
と
は
、
間
切
の
上
級
役
人
で
あ
る
首
里
大
屋
子
、
大
掟
、
南
風
掟
、
西
掟
の
総
称
で
、
こ
れ
に
間
切
の
長
た
る
地
頭
代
を
加
え
て
大
さ
ば
く
り
と
も
称
す
る
。
羽
地
朝
秀
（
向
象
賢
）
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
家
譜
（
系
図
）
の
編
集
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
士
族
（
系
持
ち
）
と
百
姓
の
身
分
差
が
設
定
さ
れ
、
固
定
化
さ
れ
た
。
間
切
番
所
の
役
人
た
ち
す
な
わ
ち
地
頭
代
以
下
の
捌
理
は
、
百
姓
身
分
で
あ
り
、
こ
の
者
た
ち
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
間
切
の
公
事
を
列
挙
し
た
も
の
が
「
間
切
公
事
帳
」
で
あ
る
。
　
田
里
に
よ
れ
ば
、
公
事
帳
は
、 
御 
物 
奉
行
か
ら
各
間
切
の
両
惣
地
頭
衆
（
士
族
）
に
対
し
て
出
す
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
間
切
の
お
も
の
こ
と
に
つ
い
て
は
惣
地
頭
を
通
し
て
番
所
役
人
に
あ
て
て
い
る
。「
間
切
公
事
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
「
公
事
」
の
内
容
は
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
番
所
（
さ
ば
く
り
）
の
公
事
と
し
て
「
月
並
公
事
」「
番
毎
方
」「
倉
当
方
」「
砂
糖
当
方
」「
耕
作
当
方
」「
山
当
方
」「
横
目
方
」「
御
札
改
方
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
掟
（
村
屋
）
の
公
事
と
し
て
「
間
切
公
事
帳
」「
諸
公
事
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
か
よ
う
な
「
公
事
」
た
る
や
、
国
家
の
行
政
事
項
に
属
す
る
も
の
と
、
共
同
体
た
る
間
切
・
村
の
共
同
執
行
事
項
な
ど
性
質
の
異
な
（
）
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一
四
八
七
る
事
項
が
、
い
わ
ば
な
い
ま
ぜ
機
機
機
機
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
近
代
法
的
観
点
か
ら
い
え
ば
、
裁
判
と
刑
罰
の
執
行
、
貢
租
の
徴
税
な
ど
は
典
型
的
な
国
家
の
行
政
事
項
で
あ
ろ
う
。
他
方
祭
礼
事
項
、
杣
山
の
管
理
な
ど
は
共
同
体
の
私
的
事
務
に
属
す
る
。
ま
た
「
横
目
方
」
に
つ
い
て
、
田
里
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
横
目
勤
と
は
現
在
の
警
察
に
似
て
、
治
安
・
風
紀
取
締
・
訴
訟
・
争
い
と
い
っ
た
こ
と
を
管
轄
す
る
。
…（
中
略
）…
横
目
方
は
申
口
方
の
泊
地
頭
の
下
に
あ
る
寺
社
座
（
寺
社
奉
行
所
）
の
管
轄
に
置
か
れ
る
。
横
目
は
寺
社
奉
行
の
指
示
通
り
、
時
々
間
切
内
を
巡
視
し
、
も
し
「 
御 
法 
様 
」
に
そ
む
く
者
が
あ
れ
ば
、
報
告
す
る
。
…（
中
略
）…
ま
た
「
疑
敷
物
」「
寄
物
」
が
あ
っ
た
時
は
す
ぐ
に
寺
社
奉
行
に
届
ご
ほ
う
よ
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
喧
嘩
や
口
論
、
ま
た
「
物
入
組
」（
争
い
事
）
が
あ
っ
た
場
合
、
番
毎
方
で
は
大
さ
ば
く
り
、
夫
地
頭
が
当
事
者
双
方
を
よ
ん
で
問
い
た
だ
し
、
両
惣
地
頭
へ
報
告
す
る
…
こ
う
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
噯
地
頭
が
問
題
を
解
決
す
る
事
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
決
し
な
け
れ
ば
平
等
所
へ
訴
え
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い 
　
惣
地
頭
は
琉
球
王
府
の
役
人
で
、
身
分
的
に
は
士
族
で
あ
る
。
他
方
捌
理
・
夫
地
頭
は
地
方
役
人
で
身
分
的
に
は
農
民
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
警
察
、
行
政
・
監
察
や
紛
争
解
決
な
ど
の
機
能
を
適
当
に
分
け
合
っ
て
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
刑
罰
の
付
与
や
紛
争
解
決
な
ど
も
、
地
方
役
人
段
階
で
決
し
な
い
場
合
最
終
的
に
は 
平
等
所 
（
司
法
を
担
当
す
る
王
府
機
関
）
に
委
ね
る
。
こ
の
よ
う
に
「
横
目
方
」
は
、
公
的
領
域
ひ
ら
じ
ょ
と
私
的
領
域
の
間
に
存
在
し
、
公
私
法
未
分
離
の
現
象
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
も
前
近
代
に
お
け
る
国
家
と
社
会
の
未
分
離
の
一
形
態
と
い
え
よ
う
。
（
）
１１る
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二
　
藩
王
冊
封
か
ら
琉
球
処
分
へ
　
明
治
初
年
琉
球
王
国
が
解
体
さ
れ
、
日
本
の
版
図
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
ま
た
通
史
に
お
い
て
も
必
ず
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
過
程
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
。
（
１
）
廃
藩
置
県
か
藩
主
冊
封
か
　
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
、
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
る
と
、
琉
球
は
ひ
と
ま
ず
鹿
児
島
県
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
翌
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
、
明
治
政
府
は
鹿
児
島
県
を
通
じ
て
琉
球
に
使
者
を
送
る
よ
う
促
し
た
。
首
里
王
府
は
慶
賀
使
と
し
て
伊
江
王
子
を
正
使
に
、
三
司
官
・
宜
野
湾
親
方
を
副
使
と
し
て
東
京
に
派
遣
し
た
。
明
治
天
皇
は
、
琉
球
か
ら
の
使
者
を
謁
見
し
、
琉
球
国
王
尚
泰
を
「
陞
シ
テ
琉
球
藩
王
ト
為
シ
　
叙
シ
テ
華
族
ニ
列
ス
」
と
の
勅
諚
を
与
え
た
。
　
琉
球
側
は
困
惑
し
た
が
、「
藩
王
が
天
皇
か
ら
直
接
任
命
（
冊
封
）
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
清
両
属
体
制
を
新
政
府
が
認
め
た
も
の
と
解
釈
し
、
ひ
と
ま
ず
安
心
し 
。
一
方
明
治
政
府
の
側
は
、
琉
球
側
が
こ
の
任
命
（
冊
封
）
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
既
成
事
実
と
し
て
、
琉
球
併
合
に
向
け
て
着
手
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
右
記
の
出
来
事
は
、
通
史
な
ど
で
「
琉
球
藩機
」
の
設
置
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
日
本
で
は
す
で
に
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
七
月
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
藩
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
上
記
勅
諚
の
ど
こ
に
も
琉
球
「
藩
」
を
設
置
す
る
と
の
表
現
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
と
き
本
当
に
琉
球
「
藩
」
が
設
置
さ
れ
た
か
疑
わ
し 
で
は
な
ぜ
明
治
政
府
は
、「
藩
王
」
と
い
う
名
辞
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
波
平
恒
男
は
、「
藩
」
は
幕
藩
体
制
下
の
藩
で
は
な
く
、
冊
封
体
制
下
の
「
藩
塀
」
の
（
）
１２た
」
（
）
１３い
。
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五
意
で
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
中
華
帝
国
を
中
心
と
す
る
華
夷
秩
序
に
挑
戦
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
意
味
で
自
ら
を
盟
主
と
す
る
模
倣
の
冊
封
体
制
を
整
え
た
の
で
は
な
い
か
と
、
波
平
は
述
べ
て
い 
（
２
）
沖
縄
県
設
置
ま
で
　
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
七
月
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
指
令
を
携
え
た
内
務
大
丞
松
田
道
之
は
、
首
里
城
に
乗
り
込
み
、
今
帰
仁
王
子
や
摂
政
・
三
司
官
ら
に
対
し
、「
対
清
国
関
係
の
廃
絶
、
明
治
年
号
の
使
用
、
政
府
の
制
定
し
た
法
律
の
藩
内
施
行
、
藩
制
改
革
、
鎮
台
分
営
の
設
置
、
法
律
調
査
お
よ
び
学
事
修
行
の
た
め
の
留
学
生
の
東
京
へ
の
派
遣
」
を
申
し
渡
し
た
。
松
田
の
態
度
は
強
硬
で
あ
っ
た
が
、
琉
球
側
は
嘆
願
を
繰
り
返
し
、
鎮
台
分
営
の
設
置
、
摂
政
職
の
廃
止
、
留
学
生
の
派
遣
の
み
了
承
し 
　
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
月
、
松
田
内
務
省
大
書
記
官
は
再
び
来
琉
し
、
今
帰
仁
王
子
に
対
し
対
清
国
関
係
の
廃
絶
と
裁
判
権
の
委
譲
を
命
じ
、
遵
奉
書
の
提
出
を
要
求
し
た
が
、
琉
球
側
が
拒
否
し
た
た
め
松
田
は
一
旦
帰
京
し 
　
同
年
三
月
二
五
日
、
松
田
道
之
は
軍
隊
・
警
官
お
よ
そ
四
六
〇
人
余
を
率
い
て
こ
の
年
二
度
目
の
琉
球
入
り
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
同
二
七
日
首
里
城
内
で
、
藩
王
代
理
の
今
帰
仁
王
子
・
三
司
官
ら
王
府
首
脳
部
に
、
琉
球
藩
を
廃
し
沖
縄
県
を
設
置
す
る
こ
と
を
達
し
た
。
○
県
甲
第
一
号
（
明
治
十
二
年
三
月
二
十
七
日
）
琉
球
藩
ヲ
廃
シ
沖
縄
県
ヲ
被
置
候
旨
御
達
有
之
候
条
此
旨
布
達
候
事
但
当
分
ノ
内
那
覇
西
村
内
務
出
張
所
ニ
仮
県
庁
ヲ
相
開
候 
（
）
１４る
。
（
）
１５た
。（
）
１６た
。
（
）
１７事
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同
時
に
藩
王
・
尚
泰
は
華
族
と
し
て
東
京
居
住
を
命
じ
ら
れ
、
三
月
三
一
日
、
尚
泰
は
首
里
城
を
明
け
渡
し
た
。
こ
う
し
て
五
〇
〇
年
余
り
続
い
た
琉
球
王
国
は
終
わ
り
を
告
げ
、
日
本
国
内
の
一
県
に
位
置
づ
け
ら
れ 
　
さ
て
以
上
の
経
過
は
、
通
常
「
琉
球
処
分
」
あ
る
い
は
「
廃
藩
置
県
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
段
階
の
琉
球
「
藩
」
設
置
に
根
拠
が
な
い
と
す
る
前
述
の
説
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
年
）
の
「
廃
藩
置
県
」
の
表
記
も
妥
当
で
は
な
い
こ
と
に
な 
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
政
府
の
達
書
（
な
い
し
県
甲
第
一
号
）
は
、
文
中
に
「
藩
ヲ
廃
止
シ
県
ヲ
置
ク
」
と
明
記
し
た
。
こ
れ
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
段
階
の
藩
王
「
冊
封
」
と
い
う
経
過
を
、
琉
球
「
藩
」
の
樹
立
と
読
み
替
え
、
そ
の
既
成
事
実
を
も
と
に
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
年
）
年
段
階
で
は
藩
王
尚
泰
の
「
処 
に
藉
口
し
て
、
琉
球
「
藩
」
を
廃
止
す
る
と
い
う
挙
に
出
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
３
）
藩
王
冊
封
か
ら
琉
球
処
分
ま
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
　
い
か
な
る
政
治
体
制
も
、
裸
の
暴
力
で
支
配
を
永
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
体
制
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
体
制
を
支
え
る
側
の
意
思
を
強
固
に
す
る
と
と
も
に
反
体
制
勢
力
の
意
思
沮
喪
を
も
た
ら
し
、
か
つ
被
支
配
人
民
側
か
ら
も
同
意
を
調
達
し
て
、
支
配
体
制
に
靡
く
層
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
　
明
治
政
府
側
そ
し
て
処
分
の
任
務
を
付
託
さ
れ
た
松
田
道
之
は
ど
の
よ
う
な
正
当
性
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
展
開
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
藩
王
冊
封
の
詔
書
を
検
討
し
よ
う
。
冊
封
書
の
文
言
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
傍
線
は
矢
野
、
以
下
同
じ
）。
朕
①
上
天
ノ
景
命
ニ
膺
リ
万
世
一
系
ノ
帝
祚
ヲ
紹
キ
奄
ニ
四
海
ヲ
有
チ
八
荒
ニ
君
臨
ス
　
今
琉
球
近
ク
南
服
ニ
在
リ
　
②
気
類
相
同
ク
言
文
殊
ナ
ル
無
ク
③
薩
摩
附
庸
ノ
藩
タ
リ
　
而
シ
テ
爾
尚
泰
能
ク
勤
誠
ヲ
致
ス
　
宜
ク
顕
爵
ヲ
予
フ
ヘ
シ
　
④
陛
シ
テ
琉
球
藩
王
ト
為
シ
　
（
）
１８た
。
（
）
１９る
。
（
）
２０分
」
─　　─
＜
論
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三
叙
シ
テ
華
族
ニ
列
ス
　
咨
爾
尚
泰
其
レ
藩
塀
ノ
任
ヲ
重
シ
衆
庶
ノ
上
ニ
立
チ
切
ニ
朕
カ
意
ヲ
体
シ
テ
永
ク
皇
室
ニ
輔
タ
レ
欽
ヨ
哉
　
明
治
五
年
壬
申
九
月
十
四 
　
本
文
書
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
傍
線
を
引
い
た
箇
所
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
①
は
日
本
皇
室
の
万
世
一
系
、
す
な
わ
ち
「
皇
国
」
思
想
を
展
開
し
た
く
だ
り
で
あ
る
。
②
は
、
の
ち
に
日
琉
同
祖
論
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
言
説
の
萌
芽
的
表
現
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
③
は
短
い
表
現
な
が
ら
、
薩
摩
の
「
附
庸
」
論
を
媒
介
に
琉
球
が
日
本
の
一
部
で
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
た
部
分
で
あ
る
。
④
は
こ
の
詔
勅
の
眼
目
、
尚
泰
に
対
す
る
華
族
と
い
う
身
分
と
「
藩
王
」
な
る
地
位
を
任
叙
し
た
部
分
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
藩
王
任
叙
と
い
う
目
的
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
詔
勅
は
、「
皇
国
」
思
想
、
日
琉
同
祖
論
、「
附
庸
」
論
の
三
通
り
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
援
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
い
わ
ゆ
る
琉
球
処
分
に
あ
た
っ
て
松
田
道
之
は
ど
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
展
開
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
一
二
年
三
月
、
こ
の
年
再
び
来
琉
し
た
時
内
務
大
書
記
官
松
田
道
之
は
次
の
書
を
携
え
て
い
た
。
①
琉
球
藩
旧
シ
ク
王
化
ニ
服
シ
、
寔
ニ
覆
育
之
徳
ニ
頼
ル
、
②
今
乃
恩
ヲ
怙
ミ
嫌
ヲ
挟
ミ
使
命
ヲ
恭
マ
ス
、
是
蓋
シ
船
路
遼
遠
見
聞
限
ア
ル
ノ
致
ス
所
、
③
朕
一
視
同
仁
深
ク
既
往
之
罪
ヲ
責
メ
ス
、
④
該
藩
ヲ
廃
シ
尚
泰
ヲ
東
京
府
下
ニ
移
シ
、
賜
フ
ニ
第
宅
ヲ
以
テ
シ
、
且
④
尚
健
尚
弼
ヲ
以
テ
特
ニ
華
族
ニ
列
シ
、
倶
ニ
東
京
府
ノ
貫
属
タ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、
所
司
奉
行
セ
ヨ
御
璽
　
明
治
十
二
年
三
月
十
一 
（
）
２１日
（
）
２２日
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
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八
二
　
そ
れ
ぞ
れ
①
は
、「
皇
国
」
思
想
の
展
開
、
②
は
尚
泰
の
罪
責
を
問
う
部
分
、
③
も
天
皇
の
仁
慈
＝「
皇
国
」
思
想
を
述
べ
た
部
分
、
④
は
尚
健
・
尚
弼
に
対
す
る
華
族
任
叙
で
あ
る
。
先
の
冊
封
と
い
う
既
定
事
実
の
上
に
立
っ
て
、
藩
の
廃
止
（
す
な
わ
ち
尚
泰
の
藩
王
剥
奪
）
と
東
京
移
住
命
令
と
い
う
処
分
を
下
す
に
あ
た
っ
て
、
依
拠
し
た
の
は
「
皇
国
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
み
で
あ
っ
た
。
　
さ
ら
に
、
三
月
二
七
日
「
県
甲
第
一
号
」
と
し
て
琉
球
藩
廃
止
、
沖
縄
県
設
置
を
達
し
た
松
田
は
、
同
日
付
け
で
「
県
番
外
第
一
号
」
と
し
て
旧
琉
球
藩
一
般
人
民
に
対
す
る
告
諭
を
発
し
て
い
る
。
○
県
番
外
第
一
号
（
明
治
十
二
年
三
月
二
十
七
日
）
①
今
般
琉
球
藩
ヲ
廃
シ
沖
縄
県
ヲ
被
置
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
今
後
如
何
様
可
成
行
ヤ
ト
苦
神
ノ
者
モ
可
有
之
因
テ
其
主
意
ノ
大
略
ヲ
告
示
セ
ン
ト
ス
　
②
抑
モ
此
琉
球
ハ
古
来
我
カ
日
本
国
ノ
属
地
ニ
シ
テ
藩
王
始
メ
人
民
ニ
至
ル
迄
皆
共
ニ
本
邦
天
皇
陛
下
ノ
臣
民
ナ
レ
ハ
其
政
令
ニ
従
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
　
然
ル
ニ
明
治
八
年
五
月
二
十
九
日
同
九
年
五
月
十
七
日
本
年
一
月
六
日
ヲ
以
ッ
テ
③
御
達
ノ
御
主
意
有
之
候
処
藩
王
ニ
於
テ
ハ
其
使
命
ヲ
奉
セ
ス
不
遵
ノ
奉
答
書
ヲ
呈
シ
タ
ル
段
実
ニ
難
被
差
置
次
第
ニ
立
到
リ
理
勢
不
得
已
遂
ニ
今
般
ノ
御
処
分
ニ
相
成
リ
タ
ル
ナ
リ
然
レ
ト
モ
旧
藩
王
ノ
身
上
及
ヒ
一
家
一
族
ニ
於
テ
ハ
優
待
ノ
御
処
分
ヲ
以
テ
将
来
安
堵
セ
シ
メ
且
士
民
一
般
ノ
身
上
家
禄
財
産
営
業
等
ノ
上
ニ
於
テ
モ
④
苛
察
ノ
御
処
分
無
之
勉
メ
テ
旧
来
ノ
慣
行
ニ
従
フ
ノ
御
主
意
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
旧
藩
政
中
苛
酷
ノ
所
為
又
ハ
租
税
諸
上
納
物
等
ノ
重
斂
ナ
ル
モ
ノ
ハ
追
テ
御
詮
議
ノ
上
相
当
寛
減
ノ
御
沙
汰
可
有
之
ニ
付
世
上
ノ
流
言
風
説
等
ニ
惑
ハ
ス
安
ン
シ
テ
各
自
ノ
家
業
ヲ
相
励
ム
ヘ
シ
此
旨
無
洩
告
諭
ス
ル
モ
ノ
也
処
分
官
　
内
務
大
書
記
官
　
松
田
道
之
─　　─
＜
論
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沖
縄
県
心
得
木
梨
精
一 
　
こ
の
告
諭
を
み
る
に
、
①
は
今
回
の
措
置
の
布
告
、
②
は
「
王
土
王
民
」
論
、
③
は
尚
泰
に
処
分
を
下
す
根
拠
、
④
は
今
後
「
旧
慣
温
存
」
と
い
う
政
策
を
と
る
と
の
決
意
表
明
で
あ
る
。
人
民
に
今
回
の
措
置
を
説
明
す
る
た
め
展
開
し
て
い
る
「
王
土
王
民
」
論
は
、
今
回
の
県
番
外
第
一
号
に
お
い
て
は
じ
め
て
援
用
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
　
明
治
一
二
年
六
月
三
日
、
処
分
官
と
し
て
の
任
務
を
完
了
し
た
松
田
道
之
は
、「
告
諭
」
と
い
う
形
式
で
沖
縄
県
下
士
族
一
般
に
呼
び
か
け
た
（
傍
線
、
傍
点
は
矢
野
）。
　
　
沖
縄
県
下
士
族
一
般
ニ
告
諭
ス
拙
者
今
般
始
メ
テ
御
処
分
ノ
事
ヲ
行
ヒ
タ
ル
以
来
子
等
ノ
動
静
ヲ
視
ル
ニ
種
々
紛
紜
ノ
論
議
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
就
中
不
穏
ノ
所
為
ニ
渉
ラ
機
機
機
機
機
機
機
機
ン
ト
シ
タ
ル
者
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
ト
雖
モ
遂
ニ
恭
順
ノ
道
ニ
基
キ
旧
藩
王
ヲ
シ
テ
罪
ニ
抵
ラ
シ
メ
ス
シ
テ
此
全
島
ノ
人
民
ヲ
シ
テ
今
日
ノ
無
事
安
寧
ヲ
楽
ム
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
ハ
旧
藩
王
及
ヒ
全
島
人
民
ノ
為
メ
実
ニ
賀
ス
ヘ
ク
シ
テ
子
等
ノ
国
ニ
忠
ナ
ル
豈
ニ
感
セ
サ
ラ
ン
ヤ
　
然
リ
而
シ
テ
猶
ホ
一
事
ノ
以
テ
子
等
ノ
為
メ
ニ
憂
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
　
則
チ
此
頃
子
等
ノ
挙
動
ヲ
察
ス
ル
ニ
新
県
ニ
於
テ
如
何
ナ
ル
職
務
ヲ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
命
セ
ラ
ル
丶
ト
モ
固
ク
之
ヲ
辞
ス
ヘ
シ
ト
ナ
シ
若
シ
之
ヲ
奉
ス
ル
者
ア
レ
ハ
親
戚
之
レ
ヲ
責
メ
朋
友
之
ニ
迫
ッ
テ
退
カ
シ
ム
ル
カ
如
キ
暴
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
戻
可
悪
ノ
所
為
ア
リ
機
機
機
機
機
機
機
機
　
而
シ
テ
其
然
ル
所
以
ハ
蓋
シ
旧
主
ニ
対
ス
ル
ノ
情
誼
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
其
旧
主
ハ
已
ニ
恭
順
朝
命
ニ
従
テ
居
城
ヲ
退
キ
旧
藩
事
務
ヲ
整
頓
シ
遂
ニ
病
ヲ
勉
メ
テ
上
京
シ
其
忠
誠
ヲ
表
シ
タ
ル
ニ
今
子
等
ニ
シ
テ
猶
ホ
如
此
ノ
所
為
ア
ル
ハ
其
（
）
２３郎
─　　─
「
沖
縄
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旧
主
ニ
対
ス
ル
情
誼
ノ
主
義
ヲ
誤
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
却
テ
旧
主
忠
誠
ノ
意
ニ
戻
レ
リ
　
実
ニ
惑
ヘ
ル
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
シ
　
故
ニ
子
等
実
ニ
公
明
不
恥
ノ
心
ア
レ
ハ
新
県
ノ
命
ス
ル
所
ニ
従
ヒ
何
等
ノ
職
務
タ
リ
ト
モ
応
分
従
事
ス
ヘ
シ
　
然
ル
ト
キ
ハ
却
テ
旧
主
恭
順
忠
誠
ノ
意
ニ
協
ッ
テ
而
シ
テ
子
等
ノ
旧
主
ニ
対
ス
ル
ノ
情
誼
モ
亦
全
キ
ナ
リ
　
且
元
来
県
ニ
職
ヲ
奉
ス
ル
ハ
県
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
其
社
会
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
ノ
理
ナ
レ
ハ
彼
ノ
戦
国
ニ
行
ハ
レ
タ
ル
所
ノ
其
主
ニ
背
ヒ
テ
敵
主
ニ
仕
フ
ル
カ
如
キ
ノ
類
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
判
然
ト
シ
テ
甚
タ
明
カ
ナ
リ
　
子
等
盍
ソ
早
ク
此
ニ
着
眼
セ
サ
ル
ヤ
　
然
ル
ニ
子
等
猶
ホ
悟
ラ
ス
シ
テ
旧
態
ヲ
改
メ
サ
ル
ト
キ
ハ
新
県
ニ
於
テ
ハ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
子
等
ハ
到
底
用
ユ
ル
ヲ
得
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
シ
百
職
皆
ナ
内
地
人
ヲ
取
リ
遂
ニ
此
土
人
ハ
一
人
ノ
職
ニ
就
ク
ヲ
得
ル
者
ナ
ク
シ
テ
自
ラ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
社
会
ノ
侮
慢
ヲ
受
ケ
殆
ン
ト
一
般
ト
区
別
サ
ル
ル
コ
ト
恰
モ
亜
米
利
加
ノ
土
人
北
海
道
ノ
ア
イ
ノ
等
ノ
如
キ
ノ
態
ヲ
為
ス
ニ
至
ル
ヘ
シ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
　
而
シ
テ
是
子
等
ノ
自
ラ
招
ク
所
ナ
リ
　
且
此
琉
球
ノ
地
タ
ル
土
地
狭
ク
シ
テ
人
多
ク
其
事
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
　
多
方
従
事
セ
サ
レ
ハ
生
機
機
機
機
機
機
機
機
機
計
ヲ
得
ル
甚
タ
難
シ
機
機
機
機
機
機
機
機
　
然
ル
ニ
百
職
皆
ナ
内
地
人
ノ
専
有
ト
ナ
ル
ト
キ
ハ
此
土
人
ハ
多
少
ノ
職
業
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ヘ
シ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
　
而
シ
テ
是
亦
子
等
ノ
招
ク
所
ナ
リ
　
嗚
呼
実
ニ
慮
ラ
サ
ル
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
シ
　
子
等
幸
ヒ
ニ
悟
ル
所
ア
レ
ハ
此
士
人
ノ
権
利
ヲ
縮
メ
此
土
地
ノ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
利
益
ヲ
失
フ
ノ
原
因
ト
ナ
ル
ヘ
キ
挙
動
ヲ
為
ス
ナ
カ
レ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
　
拙
者
近
日
将
サ
ニ
帰
京
セ
ン
ト
ス
　
去
ル
ニ
臨
ン
テ
為
メ
ニ
数
言
ヲ
留
メ
テ
以
テ
諭
ス
於
那
覇
明
治
十
二
年
六
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
処
分
官
内
務
大
書
記
官
　
松
田
道 
　
こ
の
告
諭
は
、
士
族
層
の
不
服
従
や
抵
抗
を
牽
制
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
の
詔
書
、
人
民
に
対
す
る
告
諭
等
と
全
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
（
）
２４之
─　　─
＜
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す
な
わ
ち
傍
点
部
分
は
、「
恫
喝
」
の
部
分
で
あ
る
。
ま
た
傍
線
部
分
は
、
士
族
の
旧
国
王
へ
の
忠
誠
（
封
建
道
徳
）
を
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
政
府
に
対
す
る
不
服
従
は
結
局
は
旧
藩
主
へ
の
忠
誠
に
も
と
る
結
果
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
「
恫
喝
」
に
帰
着
す
る
。
す
な
わ
ち
士
族
に
対
す
る
呼
び
か
け
に
は
、
附
庸
論
も
「
皇
国
」
思
想
も
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
松
田
自
身
も
、
附
庸
論
や
「
皇
国
」
思
想
が
士
族
に
対
し
て
効
果
が
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。
　
以
上
こ
の
時
期
明
治
政
府
側
に
よ
る
正
当
性
の
根
拠
は
、（
ア
）
附
庸
論
お
よ
び
（
ロ
）「
皇
国
」
思
想
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
王
土
王
民
」
論
お
よ
び
日
琉
同
祖
論
は
、「
皇
国
」
思
想
か
ら
派
生
し
た
も
し
く
は
同
思
想
を
根
拠
づ
け
る
論
拠
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
い
ず
れ
も
歴
史
の
実
像
と
背
馳
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
で
は
こ
の
時
期
、
こ
の
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
主
張
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
時
期
台
湾
出
兵
の
後
始
末
を
め
ぐ
っ
て
清
国
政
府
と
の
交
渉
（
一
八
七
四
〔
明
治
七
〕
年
九
月
～
一
〇
月
）
が
続
い
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
清
国
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
、
全
権
大
久
保
利
通
が
依
拠
し
た
の
は
、「
万
国
公
法
」
論
す
な
わ
ち
国
際
法
の
理
論
で
あ
っ
た
。
台
湾
出
兵
の
口
実
が
、
台
湾
「
生
蕃
」
に
よ
る
漂
着
琉
球
民
の
虐
殺
が
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
琉
球
の
帰
属
問
題
が
、
交
渉
の
論
点
と
な
る
可
能
性
は
大
い
に
存
在
し
た
。
交
渉
に
先
だ
っ
て
大
久
保
は
、「
万
国
公
法
」
論
に
基
づ
き
理
論
的
準
備
を
整
え
て
い
た
。
そ
の
際
大
久
保
が
依
拠
し
た
の
は
、
お
雇
い
外
国
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ 
清
国
と
の
交
渉
で
琉
球
帰
属
問
題
は
正
面
か
ら
論
議
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
準
備
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
　
し
か
し
明
治
政
府
は
、
対
琉
球
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、「
万
国
公
法
」
論
の
適
用
は
な
い
と
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
。「
抑
該
藩
ハ
万
国
公
法
ニ
論
ス
ル
所
ノ
隷
属
ノ
国
即
チ
半
主
国
ヲ
以
テ
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
純
然
タ
ル
内
国
ノ
一
藩
地
ニ
シ
テ
…
…
方
今
該
藩
ノ
体
制
我
ガ
国
体
ニ
適
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
改
革
ス
ル
ニ
何
ノ
憚
ル
所
ア
ラ
ン 
。
琉
球
は
本
邦
内
の
「
一
藩
地
」
で
あ
り
、
万
国
公
法
に
言
う
「
半
（
）
２５た
。
（
）
２６ヤ
」
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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主
権
国
家
」
で
す
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
っ 
三
「
旧
慣
温
存
期
」
の
国
家
と
法
（
１
）「
旧
慣
温
存
」
と
は
何
か
　
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
沖
縄
県
設
置
以
後
の
県
政
の
基
調
は
、「
旧
慣
温
存
」
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
大
方
の
理
解
で
あ
る
。
で
は
、
温
存
さ
れ
た
旧
慣
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。『
沖
縄
県
史
』
第
一
巻
は
、「
旧
慣
と
は
何
か
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
い
わ
ゆ
る
「
旧
慣
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
基
本
的
に
は
つ
ぎ
の
四
点
に
要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
第
一
に
、
土
地
制
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
地
割
」
制
度
が
あ
る
。
…
…
　
第
二
に
、
租
税
制
度
お
よ
び
租
税
額
に
お
い
て
も
、
旧
来
の
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
。
…
…
　
第
三
、
統
治
機
構
の
面
で
は
、
県
令
以
下
県
庁
の
役
人
を
は
じ
め
、
地
方
の
役
所
長
、
警
察
官
等
、
行
政
・
警
察
の
主
要
ポ
ス
ト
が
す
べ
て
他
府
県
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
ほ
か
は
、
末
端
の
地
方
統
治
体
制
は
王
府
以
来
の
「
旧
慣
」
が
温
存
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
間
切
・
村
制
度
お
よ
び
地
頭
代
以
下
地
方
役
人
の
人
数
・
選
出
・
俸
給
な
ど
も
旧
来
の
慣
行
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
る
な
ど
、
県
政
の
末
端
に
お
い
て
は
、
上
位
下
達
の
官
治
的
な
地
方
統
治
機
構
が
温
存
さ
れ
た
。
…
…
　
第
四
、
旧
王
府
支
配
階
級
（
有
禄
士
族
＝
地
頭
層
）
の
「
家
禄
」
が
優
遇
的
に
保
障
さ
れ
た
。
… 
（
）
２７た
。
（
）
２８…
─　　─
＜
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す
な
わ
ち
、「
旧
慣
」
と
は
、
近
世
琉
球
王
府
支
配
時
代
に
お
け
る
地
割
な
ど
の
土
地
制
度
、
租
税
制
度
、
県
庁
お
よ
び
地
方
統
治
体
制
な
ど
の
統
治
機
構
、
旧
王
府
支
配
階
級
の
「
家
禄
」
な
ど
の
総
体
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　
旧
慣
温
存
政
策
は
、
明
治
政
府
の
中
で
い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
確
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
献
史
料
に
よ
る
と
、
そ
の
嚆
矢
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
三
月
琉
球
処
分
＝
琉
球
王
国
廃
絶
の
前
に
遡
る
。
琉
球
処
分
官
松
田
道
之
は
、
二
回
目
の
渡
琉
を
前
に
し
た
前
年
の
一
一
月
「
県
治
ノ
一
大
主
義
」
を
策
定
し
、
政
府
の
採
否
を
問
う
た
。
こ
の
中
に
後
の
旧
慣
温
存
政
策
の
原
型
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
将
来
ノ
県
治
ニ
於
テ
ハ
決
シ
テ
美
治
ノ
急
施
ヲ
要
ム
可
カ
ラ
ス
　
土
地
ノ
制
ヤ
風
俗
ヤ
営
業
ヤ
、
凡
ノ
該
地
士
民
旧
来
ノ
慣
習
ト
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
勉
メ
テ
破
ラ
サ
ル
ヲ
主
ト
シ
就
中
家
禄
ノ
処
分
社
寺
等
ノ
処
分
山
林
ノ
処
分
等
ノ
如
キ
ハ
内
地
旧
藩
処
分
上
穏
当
ヲ
失
シ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
覆
轍
ヲ
踏
マ
サ
ル
コ
ト
ヲ
注
意
シ
只
租
税
上
営
業
上
警
察
上
教
育
上
宗
旨
上
等
ニ
就
キ
旧
規
ヲ
改
良
シ
テ
士
民
ノ
便
益
ト
ナ
リ
又
情
願
ニ
モ
適
ス
へ
シ
ト
確
認
ス
ル
モ
ノ
ヽ
ミ
ヲ
改
正
ス
ル
ニ
止
ム
ヘ 
　
こ
の
方
針
は
、
翌
年
三
月
一
日
松
田
の
三
回
目
の
琉
球
出
張
直
前
に
、
内
務
大
臣
伊
藤
博
文
か
ら
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
上
申
・
承
認
さ
れ
た
「
琉
球
処
分
法
案
」
に
明
記
さ
れ 
　
上
記
「
県
治
ノ
一
大
主
義
」
の
文
章
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
第
一
に
、
温
存
さ
れ
る
慣
習
の
中
に
「
風
俗
や
営
業
」
な
ど
か
な
り
広
い
範
囲
の
慣
習
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
内
地
旧
藩
処
分
の
失
当
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
旧
慣
温
存
に
も
か
か
わ
ら
ず
租
税
・
営
業
・
警
察
・
教
育
・
宗
教
な
ど
に
つ
い
て
は
旧
慣
の
改
良
が
躊
躇
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
時
点
で
は
温
存
さ
れ
る
「
旧
慣
」
の
範
囲
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
）
２９シ
（
）
３０た
。
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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　「
旧
慣
温
存
」
方
針
が
県
の
法
令
の
形
式
を
と
っ
て
発
出
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
半
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
旧
慣
温
存
」
政
策
に
言
及
さ
れ
る
場
合
必
ず
引
用
さ
れ
る
達
、
す
な
わ
ち
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
六
月
二
五
日
に
布
達
甲
第
三
号
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
全
文
は
、「
諸
法
度
之
儀
更
ニ
改
正
ノ
布
告
ニ
及
ハ
サ
ル
分
ハ
総
テ
従
前
ノ
通
相
心
得
可
申
此
旨
布
達
候
事
」
で
あ
る
。
松
田
処
分
官
が
帰
国
し
、
初
代
県
令
鍋
島
直
彬
が
就
任
し
た
直
後
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
後
に
述
べ
る
が
、
一
木
喜
徳
郎
「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
は
、
冒
頭
に
お
い
て
こ
の
達
と
憲
法
と
の
関
係
の
考
察
か
ら
記
述
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
達
こ
そ
が
「
旧
慣
温
存
期
」
の
沖
縄
県
の
法
令
群
の
「
基
軸
」
に
位
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
２
）「
旧
慣
温
存
」
を
め
ぐ
る
軋
轢
　
と
こ
ろ
が
、
二
代
目
県
令
に
任
命
さ
れ
た
旧
米
沢
藩
主
上
杉
茂
憲
は
、
大
胆
な
旧
慣
改
革
方
針
を
打
ち
出
し
、
明
治
政
府
と
の
間
に
軋
轢
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
上
杉
家
の
家
令
と
し
て
上
杉
に
従
っ
て
赴
任
し
た
池
田
成
章
（
沖
縄
県
御
用
係
）
は
、「
於
是
上
杉
県
令
ハ
親
し
く
管
内
を
巡
視
せ
ら
れ
、
学
校
を
誘
き
農
業
を
勧
め
村
吏
の
冗
員
を
淘
汰
し
て
古
来
の
宿
弊
を
改
悛
し
将
に
進
て
税
法
を
改
良
す
る
所
あ
ら
ん
と 
と
、
述
べ
て
い
る
。
　
上
杉
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旧
慣
改
革
を
次
々
に
打
ち
出
し 
、
中
で
も
そ
の
最
重
要
課
題
は
、「
吏
員
制
度
」
改
革
で
あ
っ
た
。
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
三
月
六
日
内
務
卿
山
田
顕
義
・
大
蔵
卿
松
方
正
義
あ
て
に
提
出
し
た
「
吏
員
改
正
ノ
儀
ニ
付
上
申
」
の
中
で
、
上
杉
県
令
は
従
前
の
役
場
・
番
所
・
蔵
元
を
廃
止
し
て
、
戸
長
役
場
を
置
き
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
一
切
の
吏
員
を
廃
し
、
戸
長
以
下
の
吏
員
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
を
上
申
し
た
。
上
杉
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
吏
員
の
給
料
お
よ
び
旅
費
等
計
一
五
万
八
千
円
余
が
不
要
に
な
り
、
六
万
七
千
円
弱
の
官
費
支
給
分
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
民
費
徴
収
分
は
、
負
債
の
消
却
、
教
育
・
勧
業
費
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
（
）
３１す
」
（
）
３２た
が
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た
。
　
こ
れ
に
対
し
、
明
治
政
府
は
、
参
事
院
議
官
補
尾
崎
三
良
を
沖
縄
県
民
情
調
査
の
た
め
派
遣
し
、
つ
い
で
岩
村
通
俊
を
会
計
検
査
院
長
と
し
て
沖
縄
に
派
遣
し
た
。
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
四
月
二
二
日
上
杉
は
県
令
を
解
任
さ
れ
、
岩
村
が
第
三
代
県
令
に
就
任
し
た
。
岩
村
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
上
杉
が
在
任
中
発
し
た
改
革
法
令
す
べ
て
を
次
々
に
取
り
消
し
、
一
二
月
第
四
代
県
令
西
村
捨
三
と
交
替
し
た
。
　
右
に
見
た
上
杉
県
令
の
大
胆
な
旧
慣
改
革
と
そ
の
否
定
、「
旧
慣
温
存
」
へ
の
復
帰
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
通
史
等
に
お
い
て
も
必
ず
触
れ
ら
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
逸
話
で
あ
る
。
で
は
「
沖
縄
近
代
法
」
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
こ
の
騒
動
の
意
義
は
奈
辺
に
あ
っ
た
か
、
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
第
一
は
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
を
通
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
慣
温
存
」
政
策
の
射
程
範
囲
と
内
容
が
固
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　「
旧
慣
温
存
」
と
い
う
大
枠
を
前
提
と
す
る
に
し
て
も
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
旧
慣
に
つ
い
て
ど
の
程
度
ま
で
改
革
を
押
し
留
め
る
か
、
明
治
政
府
に
お
い
て
も
沖
縄
県
に
お
い
て
も
、
曖
昧
な
部
分
を
残
し
て
い
た
。
上
杉
県
令
は
、
そ
の
曖
昧
さ
を
利
用
し
て
自
己
の
信
ず
る
改
革
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
地
方
吏
員
制
度
の
改
革
は
、
中
央
政
府
の
容
認
す
る
範
囲
を
越
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
上
杉
県
令
の
改
革
提
案
─
中
央
政
府
に
よ
る
否
認
と
い
う
過
程
を
通
し
て
、
そ
の
処
理
方
針
が
固
ま
っ
た
と
言
え
る
。
　
一
木
喜
徳
郎
「
一
木
書
記
官
取
調 
は
、
甲
第
三
号
布
達
の
解
釈
に
関
連
し
て
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
四
月
一
五
日
付
け
の
沖
縄
県
と
明
治
政
府
間
の
伺
─
指
令
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
上
杉
県
令
が
「
吏
員
制
度
」
改
革
案
を
携
え
て
上
京
し
、
政
府
と
の
交
渉
に
入
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
一
木
は
本
伺
─
指
令
の
出
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
何
も
説
明
し
て
い
な
い
が
、「
吏
員
制
度
」
改
革
案
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
の
中
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
木
「
取
調
書
」
か
ら
再
構
成
し
た
伺
─
指
令
の
全
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
）
３３書
」
─　　─
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六
八
八
四
七
四
第
一
項
（
沖
縄
県
伺
）
従
来
公
布
相
成
候
法
律
規
則
ハ
置
県
後
ハ
総
テ
施
行
可
相
成
ハ
勿
論
ノ
義
ニ
候
ヘ
共
其
内
旧
藩
ノ
慣
例
ニ
抵
触
候
者
ハ
当
分
ノ
内
実
施
不
致
候
テ
可
然
哉
　（
内
務
卿
指
令
）
実
際
ニ
就
キ
可
伺
出
第
二
項
（
沖
縄
県
伺
）
従
来
公
布
相
成
候
法
律
規
則
ノ
内
右
ニ
抵
触
ス
ル
慣
例
無
之
ト
雖
ト
モ
実
際
民
情
ニ
適
セ
ス
ト
認
ム
ル
分
ハ
当
分
実
施
不
致
候
テ
可
然
哉
　（
内
務
卿
指
令
）
実
際
ニ
就
キ
可
伺
出
第
三
項
（
沖
縄
県
伺
）
従
来
ノ
慣
例
ニ
シ
テ
法
律
規
則
ニ
無
之
分
ハ
依
然
施
行
致
候
テ
可
然
哉
　（
内
務
卿
指
令
）
伺
ノ
通
リ
第
四
項
（
沖
縄
県
伺
）
第
一
項
第
三
項
ノ
内
漸
次
改
正
候
テ
実
際
差
支
無
之
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
府
県
官
職
制
中
主
務
省
ニ
稟
請
シ
テ
処
分
ス
ヘ
キ
分
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
経
伺
ノ
上
其
余
ハ
県
令
ノ
権
内
ヲ
以
適
宜
改
正
候
テ
可
然
哉
　（
内
務
卿
指
令
）
伺
ノ
通
但
職
権
内
ト
雖
ト
モ
旧
慣
ヲ
改
ム
ル
儀
ハ
其
都
度
伺
出
ヘ
シ
第
五
項
（
沖
縄
県
伺
）
爾
後
御
発
令
相
成
候
法
律
規
則
当
県
ニ
御
施
行
不
相
成
分
ハ
毎
件
其
旨
公
布
中
ニ
御
明
示
相
成
候
歟
或
ハ
県
令
ニ
於
テ
本
県
ノ
民
情
ニ
適
セ
ス
又
ハ
慣
例
ニ
抵
触
シ
実
際
難
致
ト
認
ム
ル
分
ハ
適
宜
其
施
行
ヲ
止
メ
其
都
度
及
具
申
可
然
哉
　（
内
務
卿
指
令
）
後
段
伺
ノ 
　
漠
然
と
し
た
や
り
取
り
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
論
議
の
対
象
が
「
吏
員
制
度
」
改
革
案
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
県
令
の
裁
量
権
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
沖
縄
県
側
と
、
改
革
を
実
施
す
る
か
否
か
の
判
断
を
中
央
に
留
保
し
て
お
こ
う
と
す
る
内
務
省
側
の
対
決
が
髣
髴
と
し
て
く
る
。
結
（
）
３４通
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＜
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六
八
七
四
七
三
局
、
旧
慣
に
手
を
付
け
よ
う
と
し
た
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
項
に
つ
き
中
央
の
伺
い
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
方
針
（「
従
来
ノ
慣
例
ハ
総
テ
存
続
シ
其
改
正
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
瑣
少
ノ
改
正
ヲ
除
ク
ノ
外
総
テ
伺
ヲ
経
ヘ
キ
コ 
）
が
示
さ
れ
、
県
側
の
主
張
は
敗
れ
た
こ
と
に
な
る
。
　
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
杉
解
任
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
、「
吏
員
制
度
」
改
革
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
れ
こ
れ
の
旧
慣
が
同
じ
比
重
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
吏
員
制
度
つ
ま
り
地
方
役
人
の
処
遇
問
題
こ
そ
「
旧
慣
」
改
革
を
め
ぐ
る
軋
轢
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
　
上
杉
改
革
の
眼
目
と
み
ら
れ
る
「
吏
員
制
度
」
改
革
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
五
月
一
九
日
内
務
卿
山
田
顕
義
か
ら
「
沖
縄
県
地
方
役
場
吏
員
更
正
セ
サ
ル
義
ニ
付
伺
」
が
太
政
大
臣
三
条
実
美
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
。「
廃
藩
置
県
以
来
僅
ニ
三
年
日
タ
ル
尚
浅
ク
其
地
方
ノ
便
否
得
失
等
ハ
未
タ
遽
ニ
曲
尽
シ
タ
リ
ト
云
フ
へ
カ
ラ
ス
　
故
ヲ
以
テ
尚
数
年
ノ
実
験
諦
察
ヲ
待
ツ
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
輙
ク
改
革
ヲ
議
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
義
ニ
有
之
…
…
故
ニ
今
日
ニ
在
テ
ハ
可
成
彼
レ
ノ
政
治
慣
行
ヲ
破
ラ
ス
シ
テ
彼
レ
ヲ
シ
テ
冥
々
ノ
中
ニ
旧
ヲ
忘
レ
新
ニ
嚮
フ
ノ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
心
ヲ
涵
養
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
要
務
ト
存
候
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
（
傍
点
は
矢
野 
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
六
月
一
四
日
、
三
条
太
政
大
臣
は
「
伺
ノ
通
リ
」
と
指
令
し
、
上
杉
「
上
申
」
の
不
採
用
が
決
定
さ
れ
た
。
（
３
）
一
木
喜
徳
郎
に
よ
る
「
旧
慣
存
続
」
の
憲
法
適
合
性
の
考
察
　
こ
こ
で
、
行
論
に
出
て
き
た
一
木
喜
徳
郎
『
一
木
書
記
官
取
調
書
』
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
敷
衍
し
て
お
こ
う
。　
内
務
省
書
記
官
一
木
喜
徳
郎
は
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
沖
縄
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
年
一
一
月
、
一
木
は
調
査
の
結
果
を
『
一
木
書
記
官
取
調
書
』
に
ま
と
め
、
内
務
大
臣
に
提
出
し 
同
報
告
書
は
、
冒
頭
に
「
沖
縄
県
現
行
制
度
ノ
根
拠
」
の
項
を
掲
げ
、
日
本
の
法
体
系
と
当
時
の
沖
縄
県
の
制
（
）
３５ト
」
（
）
３６）」
（
）
３７た
。
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
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八
六
四
七
二
度
と
の
整
合
性
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
一
木
は
、
沖
縄
県
「
旧
慣
存
続
」
法
制
の
根
拠
と
し
て
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
六
月
二
五
日
沖
縄
県
甲
第
三
号
布
達
（
前
掲
）
を
検
討
し
た
。
　
同
布
達
が
帝
国
憲
法
体
系
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
一
木
は
、「
沖
縄
県
甲
第
三
号
布
達
ハ
憲
法
ノ
末
条
ニ
依
リ
遵
由
機
機
ノ
効
力
ヲ
有
シ
又
伺
指
令
及
訓
令
ニ
基
キ
沖
縄
県
知
事
ニ
於
テ
法
律
命
令
不
実
施
ニ
関
シ
憲
法
施
行
前
ニ
発
シ
タ
ル
命
令
ハ
今
日
ニ
於
テ
モ
効
力
ア
ル
モ
ノ
ト
認
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
、
そ
の
法
的
効
力
を
承
認
し
て
い
る
。
因
み
に
帝
国
憲
法
末
条
（
第
七
六
条
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
条
文
で
あ
る
。
「
第
七
六
条
　
法
律
規
則
命
令
又
ハ
何
等
ノ
名
称
ヲ
用
ヰ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ス
此
ノ
憲
法
ニ
矛
盾
セ
サ
ル
現
行
ノ
法
令
ハ
総
テ
遵
由
機
機
ノ
効
力
ヲ
有
ス
」
　
こ
の
よ
う
に
一
木
は
、
明
治
憲
法
の
「
遵
由
」
規
定
を
媒
介
と
し
て
と
し
て
、
甲
第
三
号
布
達
の
憲
法
適
合
性
を
導
き
出
し
、「
旧
慣
温
存
」
の
諸
政
策
・
法
令
の
法
的
効
力
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
　
因
み
に
「
遵
由
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
伊
藤
博
文
著
『
憲
法
義
解
』
は
、
憲
法
発
布
前
の
法
令
の
種
類
を
挙
げ
た
あ
と
、「
故
ニ
憲
法
ノ
指
定
ス
ル
所
ニ
従
ヒ
法
律
ト
命
令
ト
ノ
区
別
ヲ
明
ニ
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
必
立
法
議
会
開
設
ノ
時
期
ニ
於
テ
其
ノ
始
ヲ
履
ム
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ク
而
シ
テ
立
法
議
会
開
設
ノ
前
ニ
当
テ
ハ
法
律
規
則
命
令
其
ノ
他
何
等
ノ
名
称
ヲ
用
ヰ
何
等
ノ
文
式
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
此
ヲ
以
テ
其
ノ
効
力
ノ
軽
重
ヲ
判
断
ス
ル
ノ
縄
尺
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
　
前
日
ノ
公
布
ハ
何
等
ノ
名
称
ヲ
用
ヰ
タ
ル
モ
総
テ
遵
由
ノ
効
力
ア
リ
ト
ス
　
但
シ
此
ノ
憲
法
ニ
矛
盾
ス
ル
者
ハ
憲
法
ノ
施
行
ノ
日
ヨ
リ
其
ノ
法
令
ノ
全
文
或
ハ
或
ル
条
章
ニ
限
リ
効
力
ヲ
失
フ
ヘ
キ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い 
す
な
わ
ち
憲
法
第
七
六
条
の
「
遵
由
」
規
定
は
、
立
法
議
会
開
設
前
の
法
令
を
す
べ
て
無
効
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
社
会
的
混
乱
を
避
け
、
当
面
の
秩
序
を
維
持
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
憲
法
に
矛
盾
す
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
全
部
ま
た
は
一
部
無
効
で
あ
る
と
の
一
文
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
憲
法
適
合
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
）
３８る
。
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六
八
五
四
七
一
　
ひ
る
が
え
っ
て
沖
縄
県
甲
第
三
号
布
達
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
「
諸
法
度
之
儀
」
に
つ
い
て
「
総
テ
従
前
ノ
通
相
心
得
可
申
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
布
達
は
、
明
ら
か
に
日
本
の
国
家
法
に
背
馳
す
る
琉
球
王
国
時
代
の
「
旧
慣
」
に
も
法
的
効
力
を
付
与
す
る
根
拠
法
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同
布
達
に
よ
っ
て
日
本
の
国
家
法
の
及
ば
な
い
領
域
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
憲
法
適
合
性
は
大
い
に
疑
わ
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
一
木
は
前
述
の
よ
う
に
沖
縄
県
甲
第
三
号
布
達
＝
合
憲
論
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
別
の
箇
所
で
は
、「
現
在
〔
日
本
の
法
令
の
う
ち
、
沖
縄
県
で
─
矢
野
注
〕
不
実
施
ノ
法
令
ハ
凡
テ
此
標
準
ニ
適
合
ス
ル
ヤ
否
　
若
シ
適
合
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
ア
リ
テ
之
ヲ
沖
縄
県
ニ
施
行
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヤ
ノ
点
ニ
付
充
分
ノ
調
査
ヲ
沖
縄
県
庁
ニ
望
マ
ン
ト
欲
ス
」
と
、
甲
第
三
号
布
達
＝
違
憲
論
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
実
施
と
不
実
施
の
明
確
な
境
界
を
確
認
す
る
こ
と
を
県
当
局
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
結
論
と
し
て
、
甲
第
三
号
布
達
を
頂
点
と
す
る
沖
縄
県
の
法
体
系
は
、
帝
国
憲
法
体
制
の
枠
か
ら
は
み
出
し
た
、
そ
れ
ゆ
え
法
的
根
拠
を
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
独
自
の
法
体
系
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
４
）
沖
縄
県
の
法
令
形
式
と
そ
の
変
遷
　
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
あ
と
、
県
の
統
治
体
制
は
ど
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
が
公
布
・
発
令
し
た
法
令
を
参
照
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
前
発
行
さ
れ
た
沖
縄
県
の
法
令
集
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
蒙
っ
た
戦
火
の
た
め
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
青
嶋
敏
は
、
沖
縄
県
が
戦
前
期
に
公
布
ま
た
は
発
令
し
た
令
達
な
い
し
内
規
（
青
嶋
は
こ
れ
を
「
令
達
・
令
規
」
と
よ
ぶ
）
を
収
集
・
整
理
し
再
現
す
る
作
業
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
青
嶋
の
諸
論
考
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
青
嶋
の
研
究
に
依
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六
八
四
四
七
〇
拠
し
な
が
ら
「
令
達
」
の
類
型
と
変
遷
を
確
認
し
て
お
き
た 
①
　
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
沖
縄
県
設
置
当
初
沖
縄
県
設
置
当
初
の
令
達
類
型
を
定
め
る
令
達
は
確
認
で
き
な
い
。
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
九
月
頃
令
達
類
型
を
定
め
る
「
庁
則
」
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、「
庁
則
」
そ
の
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。
『
沖
縄
県
令
達
類
纂
』
明
治
三
九
年
版
を
参
照
す
る
と
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
沖
縄
県
が
公
布
・
発
令
し
た
令
達
の
類
型
と
し
て
「
甲
号
達
」「
乙
号
達
」「
丙
号
達
」
お
よ
び
「
番
外
達
」「
指
令
」
の
五
類
型
を
確
認
で
き 
②
　
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
時
点
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
一
月
四
日
達
丙
第
一
号
「
各
課
職
制
事
務
章
程
並
庁
則
」
に
よ
っ
て
、「
甲
号
〔
布
達
〕」「
乙
号
〔
達
〕」「
丙
号
〔
達
〕」「
丁
号
〔
達
〕」「
番
外
〔
達
〕」「
告
〔
示
〕」「
沖
縄
県
何
課
報
告
」
の
七
類
型
を
確
認
で
き
る
。
「
甲
号
〔
布
達
〕」～「
丁
号
〔
布
達
〕」
の
区
分
の
趣
旨
は
、、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
　「
甲
号
」…
…「
人
民
直
達
」
の
必
要
の
あ
る
令
達
　「
乙
号
」…
…
役
所
、
村
役
場
等
に
対
す
る
令
達
で
「
施
政
上
ニ
属
ス
ル
」
も
の
　「
丙
号
」…
…
課
署
掛
に
対
す
る
令
達
の
う
ち
「
施
政
上
ニ
属
ス
ル
」
も
の
で
な
い
も
の
　「
丁
号
」…
…「
一
部
或
ハ
二
三
部
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
」
③
　
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
時
点
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
九
月
七
日
達
丙
第
一
号
「
沖
縄
県
庁
則
」
に
よ
っ
て
「
県
令
甲
号
」「
県
令
乙
号
」「
県
令
丙
号
」「
県
令
丁
号
」「
訓
令
」「
訓
示
」「
諭
達
」「
告
示
」「
正
誤
」「
報
告
」
と
い
う
一
〇
類 
確
認
で
き
る
。
（
）
３９い
。
（
）
４０る
。
（
）
４１型
を
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九
「
甲
号
〔
布
達
〕」～「
丁
号
〔
布
達
〕」
の
区
分
の
趣
旨
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
　「
甲
号
」…
…「
全
管
内
一
般
ニ
周
知
セ
シ
ム
ル
者
」
　「
乙
号
」…
…「
各
役
所
連
帯
ニ
達
ス
ル
者
」
　「
丙
号
」…
…「
各
部
連
帯
ニ
達
ス
ル
者
」
　「
丁
号
」…
…「
一
部
若
ハ
一
課
一
役
所
等
ノ
一
部
分
ニ
達
ス
ル
者
」
ま
た
「
訓
令
」
は
、「
内
達
若
ク
ハ
一
事
件
ノ
処
分
方
等
ヲ
達
ス
ル
者
」
と
さ
れ
た
。
④
　
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
頃
「
県
令
甲
号
」「
県
令
乙
号
」「
県
令
丙
号
」「
県
令
丁
号
」
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
た
。
⑤
　
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
頃
「
訓
令
」
が
「
訓
令
甲
」
と
「
訓
乙
」
に
区
分
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
訓
令
甲
」
は
「
公
報
ニ
掲
載
ス
ル
」
も
の
で
あ
り
、「
訓
令
乙
」
は
「
公
報
ニ
掲
載
セ
サ
ル
」
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
庁
達
」（「
庁
中
一
般
又
ハ
一
部
分
ニ
命
令
ス
ル
モ
ノ
」）
と
い
う
類
型
が
設
け
ら
れ
た
。
⑥
　
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
段
階
「
県
令
」「
告
示
」「
諭
告
」「
訓
令
（
甲
、
乙
）」「
内
訓
」「
庁
達
」「
達
」「
指
令
」
の
八
類
型
を
確
認
で
き 
⑦
　
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
頃
「
県
令
」「
告
示
」「
諭
告
」「
訓
令
（
甲
、
乙
）」「
内
訓
」「
庁
達
」「
達
」「
指
令
」
の
八
類
型
に
「
条
例
」「
規
則
」
が
加
わ
り
一
〇
類
型
と
な
っ
た
。
以
後
敗
戦
時
ま
で
令
達
類
型
の
変
化
は
な
い
。
（
）
４２る
。
─　　─
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二
四
六
八
　
青
嶋
は
、
以
上
の
ほ
か
に
も
、
沖
縄
県
の
間
切
・
島
、
役
所
、
郡
・
区
、
市
町
村
な
ど
の
下
級
機
関
が
独
自
に
制
定
・
発
出
し
た
令
・
達
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
青
嶋
は
、「
旧
慣
温
存
期
」
の
沖
縄
に
は
〈
中
央
政
府
の
法
令
〉〈
沖
縄
県
の
法 
〈
下
級
行
政
機
関
の
法
令
〉〈
沖
縄
の
旧
慣
＝
固
有
法
〉
の
重
層
的
な
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い 
　
青
嶋
の
抽
出
し
た
令
達
類
型
の
変
遷
を
見
る
と
、
法
令
の
形
式
が
多
種
多
様
で
あ
り
、
短
期
間
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
い
法
令
の
動
き
は
、「
旧
慣
温
存
」
期
の
政
治
・
社
会
状
況
の
動
き
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
令
達
の
変
遷
と
県
当
局
の
動
き
そ
の
他
を
重
ね
て
考
え
る
と
、
琉
球
処
分
以
後
の
〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
の
動
き
は
、
お
お
よ
そ
明
治
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分
け
て
捉
え
ら
れ
る
。
　〔
前
期
─「
旧
慣
温
存
」
政
策
の
設
定
・
動
揺
・
確
認
期
〕
　
と
り
あ
え
ず
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
～
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
頃
を
前
期
に
措
定
し
て
お
こ
う
。
青
嶋
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
法
令
は
達
中
心
に
推
移
し
た
。
こ
の
時
期
の
達
は
種
類
が
多
く
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
　
と
く
に
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
は
、
琉
球
処
分
が
強
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
諸
種
の
達
の
存
在
は
、
こ
の
処
分
実
施
の
た
め
発
令
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
処
分
官
の
諭
告
」
な
ど
他
の
時
期
に
は
み
ら
れ
な
い
独
特
の
形
式
を
と
る
法
令
が
存
在
す
る
。
こ
の
「
告
諭
」
の
形
式
は
、
処
分
の
趣
旨
伝
達
お
よ
び
沖
縄
人
民
教
化
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
因
み
に
前
者
を
代
表
す
る
県
甲
第
一
号
〔
沖
縄
県
設
置
〕
と
甲
第
三
号
布
達
〔
諸
法
度
存
置
─
旧
慣
存
続
〕、
そ
し
て
後
者
を
代
表
と
す
る
第
七
十
三
号
〔
沖
縄
県
下
士
族
一
般
ニ
告
諭
ス
〕
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
お
よ
び
一
九
一
一
（
同
四
四
）
年
の
『
沖
縄
県
令
達
類
纂
』
に
も
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
る
。
私
が
こ
れ
ら
の
達
を
〈
沖
縄
県
の
法
〉
体
系
に
お
け
る
「
基
軸
法
」
と
考
え
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
（
）
４３令
〉
（
）
４４る
。
─　　─
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七
　〔
中
期
─「
旧
慣
温
存
」
政
策
の
定
着
期
〕
　
さ
て
前
に
記
し
た
よ
う
に
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
時
点
で
は
、「
県
令
」
形
式
の
令
達
が
「
達
」
形
式
を
圧
倒
す
る
か
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
た
。
青
嶋
敏
「「
沖
縄
県
甲
乙
丙
丁
号
達
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
と
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
戦
前
期
沖
縄
県
令
達
に
つ
い 
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
鍋
島
・
上
杉
両
県
令
が
旧
慣
改
革
の
た
め
発
し
た
布
達
・
達
・
訓
諭
等
（
一
八
八
〇
〔
明
治
一
三
〕
年
～
一
八
八
三
〔
明
治
一
六
〕
年
）
を
後
任
の
岩
村
県
令
が
取
り
消
す
た
め
に
発
し
た
布
達
・
達
等
（
一
八
八
三
〔
明
治
一
六
〕
年
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
「
旧
慣
」
改
革
の
試
み
と
そ
れ
を
反
転
さ
せ
た
「
旧
慣
」
温
存
方
針
の
貫
徹
、
と
い
う
複
雑
な
政
治
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
　
し
か
し
以
上
の
両
県
令
の
葛
藤
は
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
は
決
着
が
つ
い
て
い
る
。
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
段
階
の
丙
第
一
号
「
沖
縄
県
庁
則
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
前
期
の
遺
産
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
除
く
と
中
期
は
、「
旧
慣
温
存
」
方
針
の
定
着
の
下
で
、
実
務
的
諸
規
則
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
時
期
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
令
達
の
特
徴
と
し
て
、
達
中
心
の
法
令
体
系
の
復
活
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
時
消
滅
し
て
い
た
「
達
」
が
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
～
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
の
間
に
達
甲
～
己
と
い
う
類
型
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
各
達
の
中
味
を
見
な
い
と
何
と
も
い
え
な
い
が
、
県
庁
の
実
務
態
勢
整
備
の
一
環
と
し
て
達
形
式
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
　〔
後
期
─「
旧
慣
改
革
」
進
行
期
〕
　
こ
の
時
期
を
象
徴
す
る
の
は
、『
沖
縄
県
令
達
類
纂
』（
加
除
式
）
の
編
集
と
刊
行
で
あ
る
。
同
類
纂
は
、
沖
縄
県
知
事
官
房
文
書
係
の
編
纂
に
係
り
、
沖
縄
県
が
明
治
期
に
公
布
し
た
令
達
を
体
系
的
に
編
纂
し
た
令
達
集
で
あ
る
。『
沖
縄
県
令
達
類
纂
』
に
は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
版
と
一
九
一
一
（
同
四
四
）
年
版
が
残
存
し
て
い
る
が
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
版
は
初
版
と
あ
る
の
で
、
こ
の
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
法
令
集
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
改
革
の
目
途
が
立
ち
、
官
僚
機
構
と
執
務
態
勢
（
）
４５て
」
─　　─
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四
六
六
の
整
備
も
一
つ
の
区
切
り
が
つ
い
完
了
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
土
地
整
理
事
業
の
完
了
、
一
九
一
一
（
明
治
四
一
）
年
四
月
沖
縄
県
及
び
島
嶼
町
村
制
の
施
行
な
ど
、
奈
良
原
知
事
の
下
で
「
旧
慣
」
改
革
が
完
成
期
に
入
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
令
達
の
類
型
面
で
も
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
五
月
一
七
日
訓
令
甲
第
二
二
号
「
処
務
細
則
」
の
制
定
は
、
従
前
の
類
型
を
改
定
・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
（
５
）
内
法
に
つ
い
て
　
琉
球
・
沖
縄
の
内
法
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
の
理
論
的
問
題
の
一
つ
は
、
内
法
を
〈
固
有
法
〉
も
し
く
は
〈
生
け
る
法
〉
と
規
定
し
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
伝
統
社
会
に
お
け
る
自
治
的
行
為
規
範
に
つ
い
て
は
、
法
社
会
学
の
分
野
で
は
、
い
わ
ゆ
る
国
家
法
と
〈
生
け
る
法
〉
の
関
係
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。〈
生
け
る
法
〉
理
論
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
者
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒE
ugen
E
hrlich
 
     
     
（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
の
創
始
に
か
か
り
、
末
弘
厳
太
郎
に
よ
っ
て
理
論
的
に
継
受
発
展
さ
れ
た
分
析
枠
組
で
あ
る
。
現
実
に
社
会
に
お
い
て
妥
当
す
る
慣
行
や
規
範
を
〈
生
け
る
法
〉Lebendes
Recht
 
        
    
と
よ
ん
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
国
家
法
体
系
と
の
関
係
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
家
＝
政
治
社
会
と
民
衆
の
生
活
社
会
を
概
念
的
に
分
離
し
た
う
え
で
、
前
者
を
規
律
す
る
国
家
法
に
対
し
、
後
者
を
規
律
す
る
行
為
規
範
と
し
て
〈
生
け
る
法
〉
を
想
定
し
分
析
す
る
と
い
う
視
角
で
あ
る
。
国
家
法
に
は
国
家
機
関
に
よ
る
強
制
機
能Sanction
 
      
が
働
く
の
に
対
し
、〈
生
け
る
法
〉
に
は
、
村
落
社
会
な
ど
共
同
体
な
り
の
強
制
装
置
が
存
在
す
る
と
さ
れ
た
。
で
は
、
内
法
＝
沖
縄
社
会
の
自
治
的
行
為
規
範
を
、「
生
け
る
法
」
ス
キ
ー
ム
で
分
析
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
、
内
法
に
関
す
る
一
木
喜
徳
郎
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。
一
木
は
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
に
お
い
て
、
甲
第
三
号
布
達
を
検
討
─　　─
＜
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五
し
た
直
後
に
、「
内
法
及
規
模
帳
ノ
事
」
と
題
の
下
で
内
法
を
検
討
し
て
い
る
。
一
木
は
、
ま
ず
「
内
法
ノ
起
原
及
沿
革
ハ
徴
ス
ヘ
キ
ノ
旧
記
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
農
務
ニ
怠
慢
ナ
ル
者
風
俗
ヲ
紊
ス
者
等
其
行
為
科
律
ニ
触
レ
サ
ル
モ
ノ
及
科
律
ニ
触
ル
丶
モ
罪
科
軽
ク
シ
テ
特
別
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
丶
為
ニ
設
ケ
タ
ル
モ
ノ
丶
如
ク
… 
と
い
う
文
章
で
開
始
す
る
。
こ
こ
で
は
専
ら
科
律
＝
刑
法
規
定
し
か
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
後
、
杣
山
・
山
林
取
締
内
法
、
砂
糖
取
締
内
法
な
ど
に
順
次
言
及
し
て
い
る
。
　
内
法
の
性
質
に
つ
い
て
、
一
木
は
、
私
約 
国
家
の
公
力
に
基
づ
く
と
す
る
説
、
習
慣
説
の
三
通
り
を
挙
げ
る
が
、
一
木
自
身
は
習
慣
説
を
採
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。「〔
内
法
は
〕
畢
竟
一
種
ノ
習
慣
ニ
シ
テ
予
メ
公
布
セ
ラ
レ
タ
ル
法
令
ト
認
ム
ル
ノ
根
拠
ニ
乏
シ
キ
カ
故
ニ
内
法
ヲ
以
テ
直
ニ
憲
法
ノ
末
条
ニ
依
リ
効
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ヲ
得
ス
ト
雖
ト
モ
明
治
十
二
年
沖
縄
県
甲
第
三
号
布
達
ハ
明
ニ
憲
法
末
条
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
内
法
ノ
如
キ
モ
該
布
達
ニ
依
リ
効
力
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ 
と
、
こ
こ
で
も
憲
法
七
六
条
「
遵
由
」
を
媒
介
に
内
法
の
法
的
効
力
を
承
認
し
て
い
る
。
た
だ
内
法
の
う
ち
刑
罰
を
科
す
る
も
の
、
吏
員
の
服
務
に
関
す
る
も
の
は
、
国
家
法
（
刑
法
お
よ
び
官
吏
懲
戒
令
）
に
抵
触
す
る
の
で
効
力
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
余
の
条
項
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
傍
点
は
矢
野
）。
　
前
二
項
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ノ
外
内
法
ハ
今
日
ニ
於
テ
モ
遵
由
ノ
効
力
ア
ル
モ
ノ
ト
認
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
　
殊
ニ
貢
租
及
公
費
滞
納
処
分
ノ
如
キ
ハ
税
法
ヲ
改
正
シ
間
切
制
度
ノ
改
革
ヲ
実
施
ス
ル
ニ
至
ル
迄
ハ
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
一
制
度
ナ
リ
ト
ス
　
以
上
ノ
区
別
ニ
依
リ
取
扱
フ
モ
ノ
ト
ス
ル
モ
内
法
中
処
罰
ニ
関
ス
ル
コ
ト
及
官
吏
服
務
ニ
関
ス
ル
コ
ト
ハ
必
ス
シ
モ
其
全
廃
ヲ
令
達
ス
ル
ヲ
要
セ
ス
　
内
法
中
往
々
苛
酷
ニ
渉
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
雖
モ
実
際
ニ
適
応
シ
風
教
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
大
ナ
ル
実
効
ア
ル
モ
ノ
亦
尠
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
　
若
シ
公
力
ノ
強
制
ヲ
須
タ
ス
違
犯
者
ニ
於
テ
任
意
ニ
之
ニ
服
従
セ
ハ
是
固
ヨ
リ
服
従
ス
ル
者
ノ
自
由
ニ
シ
テ
公
ノ
秩
序
及
善
良
ノ
風
俗
ヲ
害
セ
（
）
４６…
」
（
）
４７説
、
（
）
４８ス
」
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四
六
四
サ
ル
限
ハ
敢
テ
之
ヲ
禁
ス
ル
ノ
要
ナ
シ
　
要
ハ
内
法
処
分
ヲ
シ
テ
公
力
ニ
淵
源
セ
サ
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
機
　
故
ニ
役
所
長
ニ
於
テ
其
処
分
ヲ
認
可
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
間
切
役
員
ヲ
シ
テ
間
切
役
員
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
以
テ
之
ニ
関
与
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
ム
レ
ハ
足
レ
リ
　
村
内
ニ
於
テ
種
々
ノ
申
合
規
約
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
設
ク
ル
ハ
内
地
ニ
於
テ
モ
其
例
ニ
乏
シ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
信 
　
右
記
の
よ
う
に
、
貢
租
及
び
公
費
滞
納
処
分
は
、
税
法
改
正
・
間
切
制
度
改
革
ま
で
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
制
度
で
あ
る
の
で
、
存
置
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
科
刑
・
官
吏
服
務
に
関
す
る
事
項
も
、
苛
酷
で
な
け
れ
ば
（
事
実
上
）
容
認
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
役
所
長
の
関
与
を
排
し
、
間
切
役
員
の
関
与
も
「
間
切
役
員
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
以
テ
之
ニ
関
与
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
ム
」
れ
ば
よ
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
役
所
長
は
県
庁
の
官
吏
で
あ
る
か
ら
違
法
の
行
為
へ
の
関
与
を
回
避
す
る
が
、
間
切
役
員
は
元
々
土
着
の
農
民
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
地
方
役
人
で
あ
る
か
ら
、
私
人
の
立
場
で
こ
れ
ら
処
分
に
関
与
す
る
の
は
構
わ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
違
法
の
外
観
を
避
け
る
た
め
の
一
木
の
苦
肉
の
解
釈
が
掻
間
み
え
る
。
　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、〈
国
家
法
〉
お
よ
び
〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
と
〈
内
法
〉
の
関
係
と
い
う
我
々
の
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
一
木
が
叙
述
す
る
内
法
の
実
体
と
し
て
、〈
国
家
法
〉
の
世
界
と
〈
内
法
〉
の
世
界
の
境
界
が
截
然
と
は
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
両
者
が
癒
着
し
て
い
る
と
い
う
現
象
が
注
目
さ
れ
る
。
　
つ
ぎ
に
一
木
は
、「
規
模
帳
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
高
良
倉
吉
に
よ
れ
ば
、「
規
模
帳
」
に
は
、
首
里
王
府
の
機
関
の
執
務
規
定
と
し
て
布
達
さ
れ
た
も
の
お
よ
び
、
宮
古
・
八
重
山
な
ど
に
た
い
し
て
布
達
さ
れ
た
も
の
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
し 
一
木
が
「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
第
二
の
タ
イ
プ
＝
宮
古
・
八
重
山
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
に
限
定
し
て
い
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
一
木
は
、「
規
模
帳
」
の
起
原
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
傍
線
、
傍
点
は
矢
野
）。
（
）
４９ス
（
）
５０た
。
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三
　
規
模
帳
ノ
起
原
モ
今
之
ヲ
詳
ニ
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
某
旧
藩
吏
ノ
説
ク
所
ニ
依
レ
ハ
往
時
藩
庁
ノ
制
定
ニ
係
リ
三
司
官
連
署
シ
テ
間
切
ニ
下
付
シ
タ
ル
公
事
帳
機
機
機
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
　
公
事
帳
ニ
掲
ク
ル
事
項
ニ
シ
テ
或
ハ
実
際
ニ
行
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
カ
又
ハ
細
則
等
ヲ
要
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
検
者
下
知
役
ノ
申
請
ニ
由
リ
物
奉
行
ノ
指
揮
ニ
成
リ
間
切
吏
員
ニ
達
示
シ
吏
員
ヨ
リ
更
ニ
人
民
ニ
達
示
シ
タ
ル
モ
ノ
即
チ
規
模
帳
機
機
機
ナ
リ
ト
云
フ
　
然
レ
ト
モ
其
説
往
々
曖
昧
ニ
シ
テ
容
易
ニ
信
憑
シ
難
キ
カ
如
シ
　
要
ス
ル
ニ
規
模
帳
ハ
吏
員
ニ
対
ス
ル
訓
令
ナ
ル
カ
一
種
ノ
内
規
ナ
ル
カ
或
ハ
予
メ
発
布
シ
タ
ル
命
令
ナ
ル
カ
其
性
質
ヲ
断
定
ス
ヘ
キ
明
証
ヲ
得
ス
　
其
行
文
ヨ
リ
察
ス
レ
ハ
吏
員
ニ
対
ス
ル
訓
令
ナ
ル
カ
如
シ
　
故
ニ
規
模
帳
ヲ
以
テ
直
ニ
憲
法
ノ
末
条
ニ
該
当
ス
ル
法
令
ナ
リ
ト
断
定
ス
ル
ハ
頗
ル
危
険
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
　
仮
ニ
規
模
帳
ヲ
以
テ
旧
藩
ノ
法
令
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
琉
球
ハ
置
県
前
日
本
ト
如
何
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ
タ
ル
ヤ
半機
主
権
国
機
機
機
ナ
リ
シ
カ
将
タ
一
ノ
地
方 
囲 
体
ナ
リ
シ
カ
　
仮
ニ
半
主
権
国
ナ
リ
シ
ト
ス
レ
ハ
其
法
令
ハ
合
併
ニ
拘
ハ
ラ
ス
当
然
効
力
ヲ
継
続
（
マ
マ
）
シ
タ
ル
カ
　
将
タ
明
治
十
二
年
甲
第
三
号
布
達
ノ
公
認
ニ
因
リ
其
効
力
ヲ
存
続
シ
タ
ル
カ
等
ノ
難
問
ヲ
決
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
容
易
ニ
規
模
帳
ヲ
以
テ
直
ニ
憲
法
第
七
十
六
条
ニ
該
当
ス
ル
者
ナ
リ
ト
断
定
ス
ル
ヲ
得
ス
　
孰
ノ
点
ヨ
リ
論
ス
ル
モ
規
模
帳
ハ
明
治
十
二
年
沖
縄
県
甲
第
三
号
達
ニ
由
リ
効
力
ヲ
有
シ
該
布
達
ハ
即
チ
憲
法
ノ
末
条
ニ
該
当
ス
ル
命
令
ナ
リ
ト
ノ
論
拠
ヲ
取
ル
ヲ
穏
当
ト 
　
先
ほ
ど
一
木
は
規
模
帳
に
つ
い
て
宮
古
・
八
重
山
し
か
念
頭
に
お
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
か
と
疑
義
を
呈
し
て
お
い
た
。
こ
れ
は
右
記
引
用
文
の
直
前
の
文
章
は
「
宮
古
八
重
山
ノ
両
島
ニ
於
テ
ハ
内
法
ハ
大
ニ
発
達
セ
サ
リ
シ
モ
ノ
丶
如
シ
ト
雖
ト
モ
」
か
ら
始
ま
る
一
文
で
あ
り
、
ま
た
後
に
続
く
一
文
は
、「
規
模
帳
ノ
制
限
中
最
モ
過
酷
ナ
ル
ハ
移
転
ノ
制
限
ト
ス
」
と
人
頭
税
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
右
に
引
い
た
文
章
そ
の
も
の
は
、
宮
古
・
八
重
山
に
限
定
す
る
よ
う
な
記
述
で
は
な
い
。
王
国
全
土
に
対
し
て
発
し
た
規
模
帳
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
章
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
。
さ
ら
に
一
木
は
、
規
模
帳
の
由
来
に
つ
い
て
、
公
事
帳
の
細
則
等
吏
員
に
対
し
発
し
た
訓
令
で
は
な
い
（
）
５１ス
─　　─
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二
か
と
の
某
氏
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
の
が
、
前
掲
の
規
模
帳
が
憲
法
末
条
「
遵
由
」
に
該
当
す
る
か
如
何
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
、
そ
の
真
意
を
窺
い
知
る
こ
と
は
難
し 
さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
、
置
県
以
前
の
琉
球
と
日
本
の
関
係
を
問
う
た
部
分
で
あ
る
。
琉
球
は
半
主
権
国
機
機
機
機
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
日
本
国
内
の
一
地
方
団
体
で
あ
る
か
と
の
問
い
は
重
い
。
当
時
の
政
府
見
解
は
、「
純
然
タ
ル
本
邦
治
内
ノ
一
藩 
と
い
う
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
木
は
半
主
権
国
説
を
と
っ
て
い
る
か
に
も
読
め
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
遵
由
」
該
当
説
が
「
穏
当
」
と
し
て
そ
れ
以
上
の
説
明
を
放
棄
す
る
か
の
ご
と
き
態
度
は
、
一
木
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
　「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
に
よ
れ
ば
、
内
法
は
古
く
王
府
時
代
か
ら
存
在
す
る
が
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
県
の
現
行
内
法
調
査
に
よ
っ
て
届
出
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
成
文
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
。
成
文
化
さ
れ
た
内
法
の
内
容
は
、
杣
山
取
締
、
貢
租
お
よ
び
公
費
の
滞
納
処
分
（
制
裁
と
し
て
の
科
刑
を
含
む
）、
糖
業
改
良
、
吏
員
の
服
務
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
「
規
模
帳
」
は
、
先
島
を
対
象
と
し
、
派
遣
役
人
に
執
務
規
定
と
し
て
伝
達
さ
れ
た
も
の
で
、
諸
種
の
制
限
事
項
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
上
記
内
法
調
査
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
内
法
に
つ
い
て
は
、
平
良
勝
保
の
注
目
す
べ
き
研 
あ
る
。
平
良
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
調
査
以
後
取
り
集
め
ら
れ
た
内
法
は
、
本
来
あ
っ
た
姿
を
修
整
し
、
近
代
法
と
の
整
合
性
を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
法
の
〈
県
法
〉
化
と
で
も
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
内
法
の
内
実
に
鑑
み
る
と
き
、
単
純
に
内
法
は
村
落
の
自
治
的
規
範
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
部
〈
県
法
〉
化
す
る
な
ど
多
様
な
内
法
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
内
法
が
国
税
・
公
費
徴
税
機
能
を
肩
代
わ
り
す
る
機
能
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
国
税
・
公
費
の
徴
収
は
本
来
国
家
あ
る
い
は
地
方
団
体
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
徴
収
を
担
当
し
て
い
た
の
は
間
切
役
人
層
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
琉
球
処
分
＝
琉
球
王
府
の
消
滅
後
は
、
間
切
役
人
の
徴
税
権
力
は
結
果
と
し
て
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ 
つ
ま
り
、
間
切
役
人
は
内
法
や
そ
の
科
罰
機
能
を
利
用
し
つ
つ
、
国
家
機
能
の
一
部
を
代
替
す
る
名
目
の
下
で
自
分
た
ち
の
利
益
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
お
よ
び
地
方
団
体
の
側
で
も
、
間
切
役
人
の
（
）
５２い
。
（
）
５３地
」
（
）
５４究
が
（
）
５５た
。
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一
徴
税
機
能
に
依
存
す
る
側
面
が
多
々
あ
っ
た
。
一
木
も
「〔
内
法
の
─
矢
野
注
）〕
貢
租
及
公
費
滞
納
処
分
ノ
如
キ
ハ
税
法
ヲ
改
正
シ
間
切
制
度
ノ
改
革
ヲ
実
施
ス
ル
ニ
至
ル
迄
ハ
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
一
制
度
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
の
は
こ
う
い
う
事
情
に
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
６
）〈
沖
縄
近
代
法
〉
の
構
造
　
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、〈
沖
縄
近
代
法
〉
の
構
造
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。
　「
沖
縄
近
代
法
」
す
な
わ
ち
「
旧
慣
温
存
」
期
沖
縄
で
妥
当
し
た
法
は
、〈
日
本
の
国
家
法
〉、〈
沖
縄
県
の
法
令
〉、〈
沖
縄
の
固
有
法
〉
の
三
層
の
構
造
を
な
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。
　
日
本
政
府
の
発
出
す
る
〈
国
家
法
〉
は
、
日
本
国
家
の
領
域
内
に
は
規
範
性
を
有
し
、
版
図
内
の
人
民
を
羈
束
す
る
。
し
た
が
っ
て
琉
球
処
分
に
よ
っ
て
日
本
の
版
図
内
に
組
み
込
ま
れ
た
沖
縄
県
域
に
も
、〈
日
本
の
国
家
法
〉
が
行
わ
れ
る
は
ず
だ
が
、
こ
と
沖
縄
県
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
な
原
則
は
通
用
し
な
か
っ 
明
治
初
年
他
の
府
県
に
お
い
て
も
、
府
県
限
り
の
法
令
が
存
し
特
定
の
問
題
に
つ
き
当
該
府
県
独
自
の
対
応
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
大
体
の
政
策
方
向
に
つ
い
て
は
日
本
政
府
の
意
思
に
沿
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
大
き
く
逸
脱
す
る
場
合
に
は
、
過
酷
な
処
分
が
断
行
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
旧
慣
と
衝
突
す
る
〈
日
本
の
国
家
法
〉
は
こ
の
圏
域
内
で
の
実
施
が
留
保
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
存
し
た
ば
か
り
で
な
く
、〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
じ
た
い
の
中
に
も
〈
日
本
の
国
家
法
〉
と
相
容
れ
な
い
も
し
く
は
矛
盾
す
る
も
の
が
存
在
し
続
け
た
。
　〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
は
、
形
式
的
に
い
え
ば
沖
縄
県
令
・
知
事
を
筆
頭
に
い
た
だ
く
沖
縄
県
庁
が
沖
縄
県
の
人
々
、
あ
る
い
は
県
や
地
方
（
間
切
・
区
・
島
な
ど
）
の
吏
員
に
向
け
て
発
出
し
た
県
令
や
達
そ
の
他
の
地
方
法
令
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
他
の
道
府
県
の
法
令
と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
が
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
は
〈
日
本
の
国
家
法
〉
の
ベ
ク
ト
ル
と
は
全
く
方
向
性
を
異
に
し
て
い
た
。
そ
し
（
）
５６た
。
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
39
六
七
四
四
六
〇
て
そ
れ
を
支
え
る
法
体
系
の
頂
点
に
位
置
し
た
の
は
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
六
月
二
五
日
、
沖
縄
県
甲
第
三
号
達
で
あ
っ
た
。「
諸
法
度
ノ
儀
更
ニ
改
正
ノ
布
令
ニ
及
ハ
サ
ル
分
ハ
総
テ
従
前
ノ
通
」
と
い
う
達
を
「
基
軸
」
と
し
て
、〈
日
本
の
国
家
法
〉
と
ベ
ク
ト
ル
を
異
に
す
る
旧
慣
温
存
の
県
法
体
系
が
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
沖
縄
県
の
発
出
し
た
令
達
の
他
、
下
級
行
政
機
関
が
独
自
に
制
定
・
発
出
し
た
令
達
も
存
在
し
た
。〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
自
体
、
重
層
的
構
成
を
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
温
存
さ
れ
た
「
旧
慣
」
は
、
琉
球
王
国
時
代
に
お
け
る
旧
支
配
体
制
の
総
体
を
指
す
と
い
う
の
が
大
方
の
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
単
純
に
琉
球
王
国
時
代
の
支
配
体
制
そ
の
も
の
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
な
わ
ち
村
固
や
村
締
な
ど
古
琉
球
以
来
の
村
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
規
範
を
土
台
と
し
、
さ
ら
に
王
府
か
ら
達
せ
ら
れ
た
「
公
事
帳
」
や
「
規
模
帳
」
な
ど
地
方
役
人
の
執
務
規
範
が
展
開
し
、
さ
ら
に
成
文
化
さ
れ
近
代
法
体
系
に
添
う
形
に
編
成
さ
れ
た
明
治
一
八
年
調
査
以
後
の
「
内
法
」
な
ど
、
複
雑
な
構
成
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
前
述
の
よ
う
に
、「
沖
縄
近
代
法
」＝「
旧
慣
温
存
」
期
の
法
は
、〈
日
本
の
国
家
法
〉、〈
沖
縄
県
の
法
令
〉、〈
沖
縄
の
固
有
法
〉
の
三
層
の
構
造
を
な
す
と
い
う
の
が
私
の
理
解
で
あ
る
が
、
そ
の
各
層
の
法
も
そ
れ
ぞ
れ
重
層
性
を
有
し
、
ま
た
各
層
相
互
の
関
係
も
、
あ
る
場
面
で
は
相
互
浸
透
と
境
界
の
溶
融
、
他
の
場
面
で
は
相
互
反
発
な
ど
、
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
沖
縄
近
代
法
」
の
極
め
て
複
雑
な
構
造
と
存
在
形
態
は
、
伝
統
的
秩
序
と
近
代
的
制
度
体
系
の
相
克
と
矛
盾
と
い
う
近
代
化
に
伴
う
様
相
の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
琉
球
・
沖
縄
の
場
合
は
、
日
本
国
家
へ
の
強
制
的
編
入
と
い
う
要
因
が
大
き
く
働
い
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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す
　
　
び
　
冒
頭
に
掲
げ
た
問
題
、
す
な
わ
ち
旧
慣
温
存
期
の
法
は
い
か
な
る
意
味
で
「
沖
縄
近
代
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、「
近
代
法
」
と
は
何
か
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ご
く
大
雑
把
に
整
理
す
る
な
ら
、「
近
代
法
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
二
通
り
の
見
解
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
　
第
一
は
、
近
代
法
＝
近
代
市
民
社
会
の
法
と
い
う
捉
え
方
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
市
民
法
を
範
型
＝
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
絶
対
主
義
国
家
を
打
ち
倒
し
た
市
民
革
命
に
よ
っ
て
市
民
社
会
が
成
立
し
た
。
こ
の
市
民
社
会
は
、
自
由
平
等
な
市
民
相
互
の
契
約
の
連
鎖
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
国
家
は
夜
警
国
家
と
し
て
現
れ
、
原
則
と
し
て
市
民
社
会
に
介
入
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
市
民
社
会
は
分
離
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
的
反
映
と
し
て
近
代
法
は
、
公
法
と
私
法
の
分
離
、
刑
事
法
と
民
事
法
の
分
離
、
法
と
道
徳
の
分
離
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
則
が
派
生
す
る
。
　
し
か
し
、
旧
慣
温
存
期
の
沖
縄
法
を
こ
の
よ
う
な
意
味
で
「
近
代
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
沖
縄
社
会
は
、
身
分
制
に
基
盤
を
置
き
、
自
由
で
平
等
な
諸
個
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
社
会
か
ら
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
章
ま
で
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
法
・
私
法
の
分
離
も
定
か
で
は
な
く
、
国
家
の
公
権
力
（
刑
罰
権
・
租
税
徴
収
等
）
の
行
使
も
間
切
・
村
の
共
同
体
的
規
制
に
依
拠
し
て
い
た
。
国
家
と
社
会
は
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
は
依
存
関
係
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
近
代
法
の
諸
原
則
が
貫
徹
す
る
余
地
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
第
二
は
、
経
済
的
基
礎
構
造
に
着
目
し
つ
つ
、
近
代
法
の
範
型
＝
モ
デ
ル
を
探
ろ
う
と
す
る
見
解
、
端
的
に
い
え
ば
、
近
代
法
＝
資
本
主
義
法
と
措
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
で
あ （
）
５７る
。
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し
か
し
、
こ
の
時
期
の
沖
縄
に
資
本
主
義
の
胎
動
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
旧
慣
温
存
」
政
策
そ
の
も
の
は
、
王
国
時
代
の
諸
慣
行
を
残
存
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
化
に
対
し
て
は
阻
止
的
に
働
く
。
旧
慣
温
存
末
期
の
改
革
（
土
地
整
理
事
業
の
完
了
に
よ
る
土
地
私
有
制
の
確
立
、
個
人
責
任
に
依
拠
し
た
租
税
徴
収
制
度
の
確
立
）
が
資
本
主
義
展
開
の
条
件
を
整
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
旧
慣
温
存
期
の
初
期
お
よ
び
中
期
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
末
期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
旧
慣
温
存
期
全
体
を
本
源
的
蓄
積
期
と
み
る
の
も
無
理
で
あ
る
。
後
進
国
に
お
け
る
原
蓄
推
進
は
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
旧
慣
温
存
期
の
沖
縄
に
そ
の
よ
う
な
政
策
を
推
進
す
る
官
庁
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
原
蓄
段
階
の
最
も
大
き
な
課
題
は
労
働
力
の
析
出
で
あ
る
が
、
旧
慣
温
存
は
農
民
層
の
分
解
を
抑
制
す
る
方
向
で
推
移
し
た
。
　
以
上
の
二
つ
の
立
場
に
立
つ
か
ぎ
り
、「
沖
縄
近
代
法
」＝「
旧
慣
温
存
期
」
の
法
と
い
う
理
解
は
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
上
記
二
規
定
と
は
異
な
る
第
三
の
「
近
代
法
」
理
解
が
あ
り
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
利
谷
信
義
は
、「
近
代
法
体
系
の
成 
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
近
代
法
の
成
立
を
、
国
際
的
環
境
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。「
世
界
資
本
主
義
市
場
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
欧
米
の
近
代
資
本
主
義
列
強
と
、
こ
れ
ら
と
発
展
段
階
を
異
に
す
る
東
洋
諸
国
と
の
接
触
が
生
じ
た
。
そ
こ
に
生
ず
る
関
係
は
、
両
者
の
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的
力
関
係
に
よ
っ
て
、
対
等
・
独
立
と
植
民
地
的
従
属
と
を
両
極
端
と
す
る
系
列
の
ど
こ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
を
法
的
に
表
現
す
る
も
の
が
条
約
で
あ
っ
た
」
と
。
　
こ
こ
で
利
谷
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
発
展
は
、
一
国
史
的
視
野
の
範
囲
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
世
界
資
本
主
義
市
場
の
形
成
過
程
の
中
に
お
い
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
見
方
に
よ
れ
ば
、「
近
代
法
」
と
は
世
界
史
的
「
近
代
」
の
時
代
に
展
開
し
た
法
と
捉
え
ら
れ
る
。
国
内
に
お
け
る
経
済
発
展
段
階
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
際
環
境
と
の
対
峙
の
あ
り
方
が
重
要
と
な
る
。
日
本
は
、
西
欧
諸
列
強
と
の
関
係
で
は
不
平
等
条
約
の
改
正
を
至
上
命
題
と
し
て
、「
文
明
国
」
化
へ
の
歩
み
を
開
始
し
た
。
他
方
東
ア
（
）
５８立
」
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ア
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
台
湾
へ
の
出
兵
、
朝
鮮
に
対
す
る
清
国
か
ら
の
自
立
要
求
、
そ
し
て
琉
球
に
対
す
る
日
本
版
図
へ
の
編
入
、
い
ず
れ
も
中
華
帝
国
の
影
響
力
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
方
向
で
軌
を
一
に
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
は
、
華
夷
秩
序
へ
の
挑
戦 
し
て
世
界
史
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
対
琉
球
・
沖
縄
政
策
に
お
い
て
も
、
清
国
の
影
響
か
ら
の
離
脱
要
求
が
基
本
線
で
あ
っ
た
。
対
琉
球
王
府
ま
た
琉
球
人
民
に
対
し
て
は
、
附
庸
論
、
藩
王
冊
封
、
皇
国
論
、
日
琉
同
祖
論
、
等
々
説
得
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
動
員
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
相
互
間
に
は
、
よ
く
考
え
る
と
矛
盾
す
る
要
素
も
あ
っ
た
が
、
場
面
々
々
に
応
じ
て
適
当
に
使
い
分
け
ら
れ
た
。
他
方
、
対
清
国
交
渉
ま
た
欧
米
列
強
に
対
す
る
日
本
の
立
場
説
明
の
場
面
で
は
、「
万
国
公
法
」
論
に
依
拠
し
た
。
附
庸
論
等
は
所
詮
内
向
き
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
し
か
な
く
、
西
欧
に
向
け
て
主
張
す
る
に
は
無
力
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
万
国
公
法
」
論
が
対
琉
球
王
府
ま
た
琉
球
人
民
に
対
し
て
積
極
的
に
説
か
れ
る
場
面
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
日
本
の
主
張
す
る
附
庸
論
等
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
琉
球
の
官
民
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
は
時
に
暴
力
、
時
に
は
恫
喝
と
懐
柔
を
用
い
、
琉
球
王
国
の
廃
絶
＝
日
本
領
土
内
へ
の
編
入
を
強
行
し
た
。
　
沖
縄
の
「
近
代
法
」
開
始
期
の
対
外
的
・
国
際
的
与
件
は
、
以
上
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
た
場
合
、
「
沖
縄
近
代
法
」
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
刻
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
日
本
政
府
が
琉
球
側
に
突
き
つ
け
た
要
求
は
、
冊
封
体
制
か
ら
の
離
脱
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
清
と
の
交
誼
に
こ
だ
わ
る
国
王
は
じ
め
王
府
の
官
僚
層
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
王
府
の
国
家
機
構
も
ま
た
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
　「
琉
球
王
国
時
代
の
法
」
は
、〈
琉
球
王
府
の
法
〉
お
よ
び
琉
球
社
会
の
〈
固
有
法
〉
の
二
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
両
者
は
明
確
に
分
離
し
え
な
い
、
両
者
の
境
界
に
明
確
な
線
を
引
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
王
府
の
中
央
統
治
機
構
は
有
禄
士
族
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
も
の
の
、
地
方
統
治
は
無
禄
士
族
中
か
ら
職
を
任
じ
ら
れ
た
地
方
役
人
と
身
分
的
に
は
農
民
で
あ
る
番
所
役
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
徴
税
と
（
）
５９者
と
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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六
い
う
国
家
行
政
の
最
重
要
機
能
も
、
地
方
役
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
最
終
的
に
は
間
切
・
村
と
い
う
村
落
共
同
体
の
共
同
責
任
制
の
も
と
で
担
保
さ
れ
た
。
地
方
秩
序
安
定
の
た
め
の
警
察
・
裁
判
機
能
も
、
地
方
役
人
が
担
当
し
た
が
、
間
切
・
村
と
い
う
村
落
共
同
体
の
治
安
維
持
装
置
＝
内
法
に
よ
る
処
罰
に
任
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
前
近
代
社
会
一
般
に
見
ら
れ
る
国
家
と
社
会
の
未
分
離
と
い
う
特
色
の
表
れ
と
も
い
え
る
が
、
ま
た
古
琉
球
か
ら
受
け
継
い
だ
琉
球
社
会
独
自
の
特
質
（
士
族
・
農
民
の
峻
別
と
い
う
独
特
の
身
分
制
度
、
間
切
・
村
と
い
う
モ
ザ
イ
ク
的
地
方
制
度
、
ま
た
古
琉
球
時
代
か
ら
続
く
地
割
制
度
等
）
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
矛
盾
を
孕
み
つ
つ
も
古
琉
球
の
残
照
を
濃
厚
に
遺
す
琉
球
王
国
時
代
の
国
家
・
社
会
構
造
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
琉
球
処
分
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
た
。
以
後
「
沖
縄
近
代
法
」
の
時
代
に
移
行
し
た
。
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
、
日
本
国
家
の
領
土
内
に
組
み
込
ま
れ
た
。
し
か
し
〈
日
本
国
家
の
法
〉
の
適
用
は
、
県
政
の
頭
頂
部
分
＝
沖
縄
県
庁
と
そ
の
出
先
機
関
に
対
す
る
明
治
政
府
の
指
令
・
伝
達
に
と
ど
ま
り
、
適
用
範
囲
は
限
局
さ
れ
た
。
　〈
琉
球
王
府
の
法
〉
が
退
い
た
あ
と
地
方
行
政
・
社
会
生
活
の
領
域
に
適
用
さ
れ
た
の
は
、
甲
第
三
号
達
を
頂
点
と
す
る
〈
沖
縄
県
の
法
〉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
旧
慣
温
存
」
の
法
体
系
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
琉
球
王
国
時
代
に
お
い
て
も
、
社
会
の
基
底
部
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
琉
球
の
〈
固
有
法
〉
が
存
在
し
た
よ
う
に
、〈
沖
縄
県
の
法
〉
の
足
も
と
に
は
〈
固
有
法
〉＝
基
底
的
規
範
群
の
海
原
が
広
が
り
広
汎
な
民
衆
の
生
活
を
規
律
し
続
け
た
。
　
か
く
て
琉
球
処
分
後
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
慣
温
存
」
期
の
法
体
系
は
、〈
日
本
国
家
の
法
〉〈
沖
縄
県
の
法
〉〈
沖
縄
社
会
の
固
有
法
〉
の
三
層
を
成
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
こ
こ
で
も
後
二
者
の
境
界
は
不
分
明
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
近
代
の
国
家
・
社
会
の
未
分
離
の
反
映
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
旧
慣
温
存
」
政
策
の
し
か
ら
し
む
る
所
以
で
も
あ
っ
た
。
と
く
に
、
村
落
共
同
体
に
依
存
・
寄
生
す
る
地
方
役
人
層
が
払
拭
さ
れ
ず
残
存
し
た
こ
と
、
間
切
・
村
の
連
帯
責
任
制
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
徴
税
機
能
、
個
人
財
産
制
度
の
確
立
を
阻
害
す
る
地
割
─　　─
＜
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五
制
度
の
残
存
な
ど
は
そ
の
顕
著
な
表
わ
れ
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、〈
沖
縄
県
の
法
〉
も
そ
の
基
盤
は
脆
弱
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
旧
慣
温
存
」
政
策
な
る
も
の
が
、
一
方
で
は
沖
縄
官
民
の
動
向
、
他
方
で
は
国
際
状
況
＝
清
国
の
動
向
を
に
ら
み
、
急
激
な
内
地
化
が
人
び
と
の
反
発
を
招
き
統
治
の
困
難
化
を
招
来
す
る
こ
と
を
慮
っ
て
形
成
さ
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
清
国
の
脅
威
が
消
滅
し
、
断
固
た
る
改
革
・
内
地
化
を
決
意
す
る
統
治
者
＝
知
事
が
登
場
し
た
時
、「
沖
縄
近
代
法
」
の
体
系
も
急
速
に
瓦
解
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
役
割
を
担
っ
て
登
場
し
た
の
が
、
奈
良
原
繁
で
あ
っ
た
。
奈
良
原
に
よ
っ
て
、
土
地
制
度
改
革
＝
割
地
制
度
の
廃
止
と
個
人
所
有
制
度
の
確
立
、
税
制
の
個
人
責
任
制
、
地
方
制
度
改
革
＝
間
切
制
度
の
廃
止
と
近
代
的
市
制
・
町
村
制
導
入
の
道
筋
が
敷
か
れ
た
。
　
い
わ
ゆ
る
特
別
制
度
が
解
消
さ
れ
、
法
の
面
で
内
地
法
と
同
一
の
法
体
系
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
沖
縄
の
法
は
、
他
の
府
県
と
同
様
、〈
日
本
国
家
の
法
〉〈
沖
縄
社
会
の
固
有
法
〉
の
二
層
構
造
に
変
化
し
た
。
国
家
法
と
固
有
法
の
二
層
構
造
と
い
う
側
面
だ
け
み
る
と
、
琉
球
王
国
時
代
に
復
帰
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
琉
球
時
代
の
法
は
、
国
家
法
と
固
有
法
と
は
相
互
に
依
存
し
両
者
の
境
界
は
分
明
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
帝
国
憲
法
下
の
法
体
系
は
、
近
代
に
お
け
る
国
家
と
社
会
の
分
離
と
い
う
特
徴
を
反
映
し
、
両
者
は
明
確
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
法
的
体
系
と
い
う
表
層
の
現
象
に
他
な
ら
な
い
。
他
方
古
琉
球
以
来
の
豊
穣
な
伝
統
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
〈
固
有
法
〉
の
体
系
は
、
帝
国
憲
法
体
制
下
で
も
生
き
続
け
た
の
み
な
ら
ず
、
帝
国
憲
法
体
制
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
日
米
の
安
保
・
地
位
協
定
体
制
が
制
圧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
に
至
る
ま
で
、
沖
縄
社
会
で
強
固
に
生
き
続
け
て
い
る
。
（
１
）　
私
（
矢
野
）
を
研
究
代
表
と
し
て
、「
日
本
近
代
法
の
ゆ
ら
ぎ
─
─
土
地
・
家
族
・
村
の
実
証
的
研
究
」
な
る
課
題
名
で
、
日
本
学
術
振
興
会
の
二
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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八
四
五
四
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
の
研
究
助
成
を
申
請
し
た
。
幸
い
こ
の
研
究
計
画
は
採
択
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
三
年
間
同
研
究
に
従
事
し
て
き
た
（
以
上
を
「
第
一
期
研
究
」
と
称
す
る
）。
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
度
か
ら
、「
日
本
近
代
法
史
像
の
再
検
討
─
─
ゆ
ら
ぎ
か
ら
再
構
築
へ
」
と
課
題
名
を
変
え
て
、
研
究
を
継
続
中
で
あ
る
（
以
上
を
「
第
二
期
研
究
」
と
称
す
る
）。
な
お
本
研
究
に
は
、
研
究
分
担
者
と
し
て
加
藤
高
（
広
島
修
道
大
学
名
誉
教
授
）・
紺
谷
浩
司
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）・
居
石
正
和
（
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）・
林
真
貴
子
（
近
畿
大
学
法
学
部
教
授
、
第
二
期
か
ら
）
の
諸
氏
、
ま
た
研
究
協
力
者
と
し
て
増
田
修
氏
（
広
島
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
）・
上
川
内
宏
氏
（
山
口
地
方
裁
判
所
事
務
官
、
第
二
期
か
ら
）
に
参
加
・
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
（
２
）　
田
里
修
・
森
謙
二
編
『
沖
縄
近
代
法
の
形
成
と
展
開
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
三
年
）
二
五
ペ
ー
ジ
。
（
３
）　
田
里
・
森
編
、
前
掲
書
、
二
二
ペ
ー
ジ
。
（
４
）　
華
夷
秩
序
に
つ
い
て
、
小
風
秀
雄
「
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
と
日
本
」（『
大
学
の
日
本
史
④
近
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
は
、「
冊
封
体
制
と
は
、
中
国
が
宗
主
国
と
し
て
周
辺
国
を
属
国
に
冊
封
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
王
権
の
正
統
性
を
認
め
、
擬
似
的
な
君
主
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア
国
際
関
係
で
あ
る
。
こ
う
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
中
国
皇
帝
を
頂
点
と
し
た
国
際
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
華
夷
秩
序
と
呼
ぶ
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
５
）　
高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
の
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
二
三
六
ペ
ー
ジ
。
（
６
）　
仲
松
弥
秀
「『
琉
球
王
国
存
否
』
に
つ
い
て
─
─
も
う
一
度
私
の
い
い
た
い
こ
と
」（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
八
九
一
年
一
二
月
四
～
八
日
）。
（
７
）　
高
良
、
前
掲
書
、
二
三
八
ペ
ー
ジ
。
（
８
）　
菊
山
正
明
「
琉
球
王
国
の
法
的
・
政
治
的
地
位
─
─
幕
藩
体
制
と
の
関
連
に
お
い
て
─
─
」（『
沖
縄
歴
史
研
究
』
一
一
号
、
一
九
七
四
年
）
（
９
）　
豊
見
山
和
行
「
近
世
琉
球
の
王
権
に
関
す
る
一
考
察
─
─
薩
摩
藩
統
治
下
の
裁
判
権
を
中
心
に
─
─
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
琉
球
・
沖
縄
─
─
そ
の
歴
史
と
日
本
史
像
─
─
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
）。
（
　
）　
田
里
修
『
間
切
公
事
帳
の
世
界
』（『
沖
縄
市
資
料
集
１
』
沖
縄
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）。
１０
（
　
）　
田
里
、
前
掲
『
間
切
公
事
帳
の
世
界
』、
四
五
ペ
ー
ジ
。
１１
（
　
）　
新
城
俊
昭
『
教
養
講
座
　
琉
球
・
沖
縄
史
』（
東
洋
企
画
、
二
〇
一
四
年
）
二
〇
七
ペ
ー
ジ
。
１２
─　　─
＜
論
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五
三
（
　
）　
波
平
恒
男
『
近
代
東
ア
ジ
ア
史
の
な
か
の
琉
球
併
合
─
─
中
華
世
界
秩
序
か
ら
植
民
地
帝
国
日
本
へ
─
─
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。
１３
（
　
）　
波
平
、
前
掲
書
。
な
お
、
波
平
「
琉
球
処
分
論
」（
田
里
・
森
編
『
沖
縄
近
代
法
の
形
成
と
展
開
』
所
収
）
も
参
照
。
１４
（
　
）　
松
田
道
之
『
琉
球
処
分
』（
下
村
富
士
男
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
四
巻
、
風
間
書
房
、
一
九
六
二
年
）
一
〇
四
～
一
一
四
ペ
ー
ジ
。
松
田
前
１５
掲
書
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
琉
球
訪
問
を
「
第
一
回
奉
使
琉
球
始
末
」
と
表
現
し
て
い
る
。
（
　
）　
松
田
前
掲
書
は
、
一
八
八
九
（
明
治
一
二
）
年
第
一
回
目
の
琉
球
訪
問
を
「
第
二
回
奉
使
琉
球
始
末
」
と
よ
ぶ
。
１６
（
　
）　『
沖
縄
県
令
達
類
纂
』
上
巻
　
第
二
類
制
度
、
一
ペ
ー
ジ
。
１７
（
　
）　
松
田
前
掲
書
は
、
明
治
一
二
年
二
度
目
の
琉
球
訪
問
を
「
第
三
回
奉
使
琉
球
始
末
」
と
よ
ぶ
。
１８
（
　
）　
西
里
喜
行
は
、「
廃
藩
置
県
」
に
替
え
て
「
廃
琉
置
県
」
と
よ
ぶ
。
ま
た
波
平
恒
男
は
、「
琉
球
併
合
」
と
呼
ぶ
ほ
う
が
妥
当
と
の
説
を
展
開
し
て
い
１９
る
。
（
　
）　「
廃
藩
置
県
」
に
抵
抗
感
を
感
じ
る
人
で
あ
れ
ば
、
藩
王
「
処
分
」
と
い
う
呼
び
方
に
も
抵
抗
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
政
府
に
よ
２０
る
「
処
分
」
の
理
由
は
、「
琉
球
藩
旧
シ
ク
王
化
ニ
服
シ
〔
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕…
…
今
乃
恩
ヲ
怙
ミ
嫌
ヲ
挟
ミ
使
命
ヲ
恭
マ
ス
」（
一
八
八
九
〔
明
治
十
二
〕
年
三
月
十
一
日
、
松
田
道
之
）
ま
た
「
其
使
命
ヲ
奉
セ
ス
不
遵
之
奉
答
書
ヲ
呈
シ
タ
ル
段
実
ニ
難
被
差
置
」（
同
年
同
月
二
七
日
、
松
田
道
之
「
旧
琉
球
藩
管
下
一
般
人
民
ニ
告
諭
ス
」）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
八
七
三
（
明
治
八
）
年
七
月
一
四
日
松
田
道
之
が
首
里
城
に
お
い
て
伝
え
た
政
府
の
達
で
指
示
し
た
、
清
国
と
の
交
際
断
絶
、
明
治
年
号
の
使
用
、
藩
政
改
革
、
日
本
刑
法
の
施
行
等
の
措
置
を
尚
泰
が
怠
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
琉
球
を
主
権
国
家
（
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
半
主
権
国
家
）
と
認
め
応
接
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
指
示
は
内
政
干
渉
と
な
り
、
あ
り
え
な
い
。
従
っ
て
指
示
違
反
を
理
由
と
し
て
琉
球
藩機
王
が
処
分
さ
れ
る
理
由
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
　
）　
松
田
道
之
『
琉
球
処
分
』（
下
村
富
士
男
編
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
四
巻
、
風
間
書
房
、
一
九
六
二
年
）
一
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
「
陛
」
は
、『
明
２１
治
文
化
資
料
叢
書
』
の
表
記
で
あ
る
が
、
他
の
史
料
例
え
ば
『
法
令
全
書
』、『
明
治
天
皇
紀
』
で
は
、「
陞
」
の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
（
　
）　
松
田
道
之
『
琉
球
処
分
』、
二
一
七
～
二
一
八
ペ
ー
ジ
。
２２
（
　
）　『
沖
縄
県
令
達
類
纂
』
上
巻
、
一
ペ
ー
ジ
。
２３
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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六
六
六
四
五
二
（
　
）　
松
田
道
之
『
琉
球
処
分
』、
二
六
九
～
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。
２４
（
　
）　
北
京
交
渉
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
泰
甫
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と
国
際
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。
２５
（
　
）　
松
田
道
之
「
琉
球
処
分
案
」
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
一
月
（『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
四
巻
外
交
篇
、
一
九
六
二
年
、
風
間
書
房
）
二
〇
２６
三
ペ
ー
ジ
。
（
　
）　
こ
の
他
、
藩
王
冊
封
か
ら
琉
球
処
分
の
過
程
を
論
じ
る
に
は
、
藩
の
統
治
機
構
な
か
ん
ず
く
裁
判
所
や
警
察
権
限
の
奪
取
過
程
を
明
ら
か
に
し
な
け
２７
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
部
分
は
、
菊
山
正
明
「
琉
球
処
分
と
沖
縄
統
治
機
構
の
創
設
」（
菊
山
『
明
治
国
家
の
形
成
と
司
法
制
度
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
三
年
）
に
譲
る
。
（
　
）　『
沖
縄
県
史
』
第
一
巻
（
一
九
七
六
年
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
）
六
〇
～
六
三
ペ
ー
ジ
。
２８
（
　
）　
松
田
道
之
「
琉
球
処
分
案
」
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
一
月
（『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
四
巻
外
交
篇
、
一
九
六
二
年
、
風
間
書
房
）
二
〇
２９
四
ペ
ー
ジ
。
（
　
）　
た
だ
し
、
そ
の
文
言
に
は
前
記
松
田
の
「
県
治
ノ
一
大
主
義
」
と
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。
３０
「
第
一
九
条
　
県
治
ヲ
行
フ
ニ
土
地
ノ
制
ヤ
風
俗
ヤ
営
業
ヤ
凡
ソ
該
地
士
民
ノ
慣
習
ト
ナ
ル
モ
ノ
ハ
勉
メ
テ
破
ラ
サ
ル
ヲ
要
ス
　
就
中
秩
禄
ノ
処
分
社
寺
ノ
処
分
山
林
ノ
処
分
等
ノ
如
キ
ハ
勉
メ
テ
穏
当
ヲ
旨
ト
シ
テ
苛
察
ノ
処
置
ヲ
ナ
ス
可
ラ
ス
　
只
租
税
上
営
業
上
警
察
上
教
育
上
宗
旨
上
等
ニ
就
キ
従
来
藩
政
ノ
苛
酷
ニ
苦
シ
ム
モ
ノ
ヲ
改
良
シ
テ
士
民
ノ
便
益
ト
ナ
リ
亦
情
願
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
ヲ
改
正
ス
ル
ニ
止
ム
ヘ
シ
　
且
制
度
法
律
ノ
如
キ
内
地
ト
同
視
シ
百
般
遵
守
セ
シ
メ
カ
タ
キ
モ
ノ
ア
ル
へ
シ
　
此
等
ノ
事
ニ
就
テ
ハ
多
分
制
外
ニ
置
カ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
へ
シ
」（『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』
第
四
巻
、
二
八
一
ペ
ー
ジ
）。
（
　
）　
池
田
成
章
「
過
越
し
方
の
記
」『
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
二
巻
中
の
４
、
一
九
七
一
年
、
六
四
五
ペ
ー
ジ
。
３１
（
　
）　
上
杉
の
指
令
し
た
旧
慣
改
革
を
、『
沖
縄
県
史
料
　
近
代
３
』（
沖
縄
県
史
料
編
集
所
、
一
九
八
〇
年
）
よ
り
取
捨
選
択
し
て
掲
記
す
る
と
以
下
の
よ
３２
う
で
あ
る
。
①
県
庁
内
の
職
制
等
機
構
改
革
…
…
明
治
一
六
年
一
月
四
日
丙
第
一
号
達
「
各
課
職
制
事
務
章
程
並
庁
則
」、
同
日
丙
第
二
号
達
「
沖
縄
県
各
役
所
職
制
並
事
務
章
程
」、
②
地
方
役
場
吏
員
制
度
の
改
革
ａ
総
山
当
・
総
耕
作
当
以
下
の
吏
員
を
廃
し
、
冗
員
を
削
減
す
る
─
掟
、
文
子
の
人
員
減
員
…
…
明
治
一
五
年
三
月
六
日
第
六
三
号
「
吏
員
改
正
ノ
儀
ニ
付
上
申
」
ｂ
老
朽
不
能
の
吏
員
を
淘
汰
し
、
人
材
登
用
の
道
を
開
く
…
…
明
治
一
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
四
〇
巻
　
二
号
（
　
　
　
）
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六
六
五
四
五
一
五
年
一
一
月
一
六
日
内
訓
「
間
切
吏
員
採
用
罷
免
ノ
儀
ニ
付
内
訓
」、
同
年
一
二
月
一
四
日
訓
諭
「
地
頭
代
已
下
吏
員
選
挙
ノ
儀
ニ
付
訓
諭
」、
③
民
費
規
則
の
制
定
…
…
明
治
一
五
年
一
一
月
三
〇
日
甲
第
九
三
号
「
民
費
規
則
」。
④
社
会
改
革
ａ
人
身
売
買
の
禁
止
…
…
明
治
一
五
年
三
月
二
三
日
番
外
第
四
号
「
人
身
売
買
禁
止
」
そ
の
他
。
ｂ
養
豚
の
禁
止
…
…
明
治
一
三
年
九
月
二
七
日
番
外
第
六
〇
号
「
人
口
稠
密
地
ニ
於
ル
養
豚
ノ
禁
止
」、
な
ど
。
⑤
離
島
に
お
け
る
「
旧
慣
」
改
革
ａ
宮
古
島
に
お
け
る
宿
引
女
・
御
蔭
米
の
廃
止
…
…
明
治
一
五
年
一
一
月
一
六
日
「
内
訓
」。
ｂ
八
重
山
島
に
お
け
る
賄
女
・
計
出
米
の
廃
止
…
…
明
治
一
五
年
一
二
月
二
七
日
（
　
）　「
一
木
書
記
官
取
調
書
」（『
沖
縄
県
史
一
四
　
雑
纂
一
』
琉
球
政
府
、
一
九
六
五
年
）
四
九
一
～
六
〇
六
ペ
ー
ジ
所
収
。
同
書
作
成
者
一
木
は
、
当
３３
時
内
務
省
書
記
官
、
の
ち
に
内
務
省
を
退
職
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
る
、
専
門
は
行
政
法
。
な
お
一
木
の
沖
縄
調
査
と
取
調
書
に
現
れ
た
一
木
の
法
思
想
に
つ
い
て
、
宮
平
真
弥
「
一
木
喜
徳
郎
の
自
治
観
と
沖
縄
調
査
」（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
編
『
沖
縄
文
化
研
究
』
二
六
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
（
　
）　
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
三
～
四
九
四
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
同
取
調
書
で
は
、
伺
─
指
令
を
こ
の
よ
う
に
整
然
と
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
３４
な
い
。
順
序
不
同
で
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
矢
野
が
並
べ
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
（
　
）　
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
三
ペ
ー
ジ
。
３５
（
　
）　『
沖
縄
県
史
一
二
』
資
料
編
１
、
七
八
八
～
七
八
九
ペ
ー
ジ
。
３６
（
　
）　
一
木
書
記
官
派
遣
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
沖
縄
県
地
方
制
度
近
代
化
の
道
程
─
─
奈
良
原
県
政
期
の
地
方
制
度
改
革
構
想
─
─
」（『
修
道
法
３７
学
』
第
三
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
年
）
三
八
四
～
三
八
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
　
）　
伊
藤
博
文
『
帝
国
憲
法
皇
室
典
範
義
解
』（
国
家
学
会
蔵
版
、
一
八
八
九
年
、
た
だ
し
今
回
底
本
と
し
た
の
は
、
一
九
三
五
年
丸
善
株
式
会
社
発
行
３８
版
に
よ
る
）
一
二
八
～
一
二
九
ペ
ー
ジ
。
（
　
）　
以
下
の
叙
述
は
、
青
嶋
敏
「
戦
前
期
沖
縄
県
の
令
達
・
令
規
の
類
型
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
、
人
文
社
会
科
学
編
』
３９
第
六
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
（
　
）　
明
治
一
三
年
「
沖
縄
県
統
計
概
表
」
等
に
よ
る
。
４０
（
　
）　
明
治
一
九
年
県
令
丙
第
一
号
「
沖
縄
県
庁
則
」
に
よ
る
。
４１
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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六
六
四
四
五
〇
（
　
）　
明
治
四
四
年
訓
令
乙
第
七
〇
号
「
沖
縄
県
庁
庶
務
細
則
」
に
よ
る
。
４２
（
　
）　
明
治
一
二
年
以
後
公
布
ま
た
は
発
令
さ
れ
た
沖
縄
県
の
令
達
な
い
し
内
規
を
筆
者
は
〈
沖
縄
県
の
法
令
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
４３
（
　
）　
青
嶋
、
前
掲
「
戦
前
期
沖
縄
県
の
令
達
・
令
規
の
類
型
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
」
一
二
一
ペ
ー
ジ
。
４４
（
　
）　
青
嶋
敏
「「
沖
縄
県
甲
乙
丙
丁
号
達
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
と
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
戦
前
期
沖
縄
県
令
達
に
つ
い
て
」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
４５
（
人
文
社
会
科
学
編
）』
第
六
五
輯
、
二
〇
一
六
年
）。
（
　
）　
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
四
ペ
ー
ジ
。
４６
（
　
）　
私
約
説
に
関
連
し
て
、
沖
縄
県
知
事
が
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
発
し
た
訓
令
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
藩
政
ノ
頃
ニ
在
テ
間
切
及
村
内
法
ノ
４７
義
ハ
旧
検
者
下
知
役
ニ
於
テ
認
可
施
行
シ
藩
庁
カ
公
然
認
テ
施
行
セ
シ
メ
候
義
ニ
ハ
無
之
科
律
上
ヨ
リ
之
ヲ
一
個
ノ
私
約
ト
認
メ
取
扱
候
義
ニ
付
爾
後
旧
検
者
下
知
役
ノ
取
扱
振
ニ
倣
ヒ
役
所
長
ニ
於
テ
認
可
ヲ
与
フ
ヘ
シ
（
但
書
略
ス
）」（
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
六
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
訓
令
は
、
間
切
・
村
内
法
に
つ
い
て
、
藩
庁
が
公
然
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、「
旧
検
者
下
知
役
ノ
取
扱
振
」
に
準
じ
て
認
可
を
与
え
る
と
記
し
て
い
る
点
は
、
看
過
で
き
な
い
。
（
　
）　
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
六
ペ
ー
ジ
。
４８
（
　
）　
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
六
ペ
ー
ジ
。
４９
（
　
）　『
沖
縄
県
百
科
大
事
典
』「
規
模
帳
」
の
項
目
、
高
良
倉
吉
執
筆
。
５０
（
　
）　
前
掲
、「
一
木
書
記
官
取
調
書
」
四
九
七
～
四
九
八
ペ
ー
ジ
。
５１
（
　
）　
お
そ
ら
く
一
木
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
規
模
帳
を
憲
法
七
三
条
か
ら
直
接
に
合
憲
性
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
沖
縄
県
甲
第
三
号
布
達
を
間
５２
接
的
に
適
用
す
れ
ば
そ
の
合
憲
性
を
導
く
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
　
）　
前
掲
、
松
田
道
之
「
琉
球
処
分
案
」
明
治
一
一
年
一
一
月
（『
明
治
文
化
資
料
叢
書
５
』
第
四
巻
外
交
篇
、
一
九
六
二
年
、
風
間
書
房
）
二
〇
三
ペ
ー
５３
ジ
。
（
　
）　
平
良
勝
保
『
近
代
日
本
最
初
の
「
植
民
地
」
沖
縄
と
旧
慣
調
査
一
八
七
二
─
一
九
〇
八
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
一
年
）。
５４
（
　
）　
平
良
、
前
掲
書
。
５５
─　　─
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
四
〇
巻
　
二
号
（
　
　
　
）
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六
六
三
四
四
九
（
　
）　
北
海
道
や
島
嶼
地
域
に
も
特
別
法
が
行
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
ま
た
台
湾
や
朝
鮮
な
ど
を
領
域
内
に
抱
え
込
ん
だ
時
期
に
は
、
日
本
国
家
法
の
適
５６
用
は
限
定
さ
れ
、「
植
民
地
法
」
が
行
わ
れ
た
。
（
　
）　
こ
の
場
合
も
、
産
業
資
本
主
義
の
段
階
を
範
型
に
措
定
す
る
見
解
と
、
い
わ
ゆ
る
本
源
的
蓄
積
段
階
を
措
定
す
る
見
解
の
両
者
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
５７
（
　
）　
利
谷
信
義
「
近
代
法
体
系
の
成
立
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
　
近
代
３
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）。
５８
１６
（
　
）　
な
ぜ
明
治
日
本
国
家
が
そ
の
初
発
か
ら
華
夷
秩
序
へ
の
挑
戦
者
と
し
て
自
己
規
定
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
快
な
答
え
を
用
意
で
き
５９
て
い
な
い
。
自
ら
ア
ジ
ア
の
覇
者
と
な
る
こ
と
を
夢
想
し
た
明
治
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
た
と
え
ば
豊
臣
秀
吉
以
来
の
大
陸
へ
の
野
望
を
引
き
継
い
で
い
た
と
か
、
松
下
村
塾
主
催
者
＝
吉
田
松
陰
の
侵
略
志
向
を
継
承
し
た
（
門
下
生
た
ち
の
多
く
は
明
治
政
府
の
重
鎮
と
な
っ
た
）
と
の
説
明
は
、
あ
り
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
帝
国
主
義
的
野
望
を
抱
く
欧
米
列
強
の
清
帝
国
の
解
体
と
分
割
の
意
図
を
暗
黙
裏
に
察
し
た
日
本
の
首
脳
た
ち
が
、
自
己
の
役
割
を
華
夷
秩
序
の
揺
さ
ぶ
り
と
破
壊
者
と
し
て
登
場
し
た
と
い
う
の
が
最
も
実
状
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
（C  
）16K
03274
 
  
     
、
研
究
代
表
者
矢
野
達
雄
「
日
本
近
代
法
史
像
の
再
検
討
─
─
ゆ
ら
ぎ
か
ら
再
構
築
へ
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
〔
前
号
の
訂
正
〕『
修
道
法
学
』
第
四
〇
巻
第
一
号
に
掲
載
し
た
、
拙
稿
「
入
会
林
野
近
代
化
法
五
十
年
と
研
究
者
の
軌
跡
」
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
し
ま
す
。
　
一
八
ペ
ー
ジ
、
一
行
目
　〔
誤
〕
基
盤
に
据
え
て
い
る
点
で
、　
→
　〈
正
〉
基
盤
に
据
え
て
い
る
─　　─
「
沖
縄
近
代
法
」
と
は
何
か
（
矢
野
）
（
　
　
　
）
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六
六
二
四
四
八
